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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、小平４遺跡の調査

成果をまとめたものです。

今回の発掘調査は、中山間活性化ふれあい支援農道整備事業（飽海中央地区）の建設工

事に伴いおこなったものです。調査は、隣接する小平２、小平３遺跡から一連の調査を引

き継いで、平成１５年に行われました。

小平４遺跡は山形県の日本海側八幡町にあります。ここは庄内平野が出羽丘陵に接する

位置にあたります。庄内地方は古代には出羽国の開発の中心が置かれていました。古代出

羽国府である城輪柵跡や国分寺と考えられている堂の前遺跡などは、国指定史跡に指定さ

れています。平安時代の地震のために移転した出羽国府と考えられている八森遺跡は、小

平４遺跡のすぐ北側にあります。

小平４遺跡からは、縄文時代前期の土器群を最古として、縄文時代中期さらには縄文時

代後期の土器群が中心として出土し、生活に使用されたと考えられるさまざまな遺構も検

出されました。縄文時代前期からまでという長期間にわたり断続的に居住した遺跡である

ことがわかりました。

埋蔵文化財は祖先が長い歴史の中で創造し育んできた貴重な国民的財産といえます。こ

の祖先から伝えられてきた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へ

と伝えていくことが、私たちの貴重な責務と考えます。さらに郷土の歴史の中で培われた

文化を後世に引き継がねばなりません。その意味で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、

学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成１７年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 日 野 雅 夫



本書は、中山間活性化ふれあい支援農道整備事業（飽海中央地区）に係る「小平４遺跡」の発掘調査報

告書である。

既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

調査は山形県庄内総合支庁産業経済部の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

出土遺物・調査記録類は、報告書作成終了後、山形県教育委員会に移管する。

調査要項

こだいら

遺 跡 名 小平４遺跡

遺 跡 番 号 平成１４年度登録
やわたまち

所 在 地 山形県飽海郡八幡町市条字小平他

調査委託者 山形県庄内総合支庁産業経済部

調査受託者 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 日野 雅夫

受 託 期 間 平成１５年４月１日～平成１７年３月３１日

現 地 調 査 平成１５年５月６日～６月２０日

調査担当者 調査第一課長 野尻 侃（県農林部関連事業担当）

主任調査研究員 黒坂 雅人

調 査 研 究 員 山口 博之（調査主任）

調 査 員 渋谷 純子

調 査 指 導 山形県教育庁社会教育課文化財保護室

調 査 協 力 山形県庄内総合支庁産業経済部酒田農村整備課

山形県教育委員会庄内教育事務所

八幡町教育委員会



凡 例

１ 本書の作成・執筆は、付編（自然科学分析委託業務）を除き、山口博之が担当した。

２ 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第X系（測地成果２０００）により、高さは海抜高で表す。また、方

位は座標北を表す。

３ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

ＳＫ…土坑 ＳＰ…ピット ＥＰ…遺構内柱穴

ＥＫ…遺構内土坑 ＲＰ…登録土器 ＲＱ…登録石器

Ｓ…礫 ＥＵ…埋設土器 ＳＸ…性格不明遺構

４ 遺構・遺物実測図の縮尺・網点等の用法は各図に示した。

５ 土器の拓影の内、表裏を表したものについては、断面図を挟んで右が表面、左が裏面として図を作成した。

６ 基本層序および遺構覆土の色調記載については、１９９７年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新

版基準土色帖」に拠った。

７ 発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々からご協力・ご助言をいただいた。（純不同、敬称略）

須藤 隆、三上 喜孝、吉田 歓

８ 委託業務は下記のとおりである。

基準点測量業務 真和技研株式会社

遺構測量業務 株式会社シン技術コンサル

遺物実測図化業務 株式会社シン技術コンサル

自然科学分析業務 パリノ・サーヴェイ株式会社
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Ⅰ 調査の経過

１ 調査に至る経過

小平４遺跡の発掘調査は、庄内平野の東側に位置する出羽丘陵中に計画された、中山間活性

化ふれあい支援農道整備事業に伴う緊急発掘調査である。小平４遺跡は平成１４年度に、小平２

遺跡・小平３遺跡とともに、新しく遺跡として登録されたものである。

その経緯としては、山形県教育庁社会教育課文化財保護室は、中山間活性化ふれあい支援農

道整備事業の事業者である庄内総合支庁酒田農村整備課の依頼により、平成１４年７月２６日から

３０日にかけて、当事業地区内の遺跡の分布調査を実施した。

この事前調査により、当該路線区内において、小平２遺跡、小平３遺跡、小平４遺跡が確認

され、遺跡として認定された。

山形県教育庁社会教育課文化財保護室は、この事前調査の結果を庄内総合支庁酒田農村整備

課に通知した。

庄内総合支庁酒田農村整備課は、この山形県教育庁社会教育課文化財保護室の事前調査の結

果を受けて、発掘調査による記録保存を図ることを要請した。

山形県教育庁社会教育課文化財保護室は、こうした経緯から財団法人山形県埋蔵文化財セン

ターに発掘調査の依頼を行うこととなり、小平４遺跡の発掘調査が実施されることになったの

である。

なお、小平４遺跡の調査に先立って、小平２遺跡、小平３遺跡についても発掘調査が行われ、

その調査成果についても報告書の刊行がなされている。

２ 調査の方法と経過

小平４遺跡の発掘調査は平成１５年５月６日に開始した。遺跡の地目現況は杉の山林であった。

しかしながらこうした地目現況は近年のものであり、戦後すぐには畑地となっていたとのこと

であった。周辺には戦後引き上げてきた方々の開拓集落が営まれ、遺跡周辺の開拓を行ってい

たとの情報を得た。

調査区は西側にゆるやかに延びた台地にあたり、植林された杉林が展開していた。杉の木は

直径３０㎝ほどのものから、直径１０㎝程度に生育していた。このために、遺構面を傷つける事な

く、杉の木の根を処理することが必要となり、慎重に作業を進めた。

最初に重機を使用して表土の除去を行った。特に杉の木の周辺は、重機による抜根の衝撃が

遺構面に及ぶのを防ぐために、根の周辺を残しながら表土除去を進めた。さらに、根切りチェー

ンソーを使用して、地中に張った根を切り落としながら、手作業によって杉根の抜根を慎重に

行った。

抜根の終了後、遺構検出面の整理をして遺構を検出した。検出遺構の記録後、各遺構の発掘

精査を実施し、さらには写真や図面による記録を行った。

小平４遺跡の
発 掘 調 査

Ⅰ 調査の経過
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この間、委託業務として、基準点測量、遺構測量作業をおこなった。

発掘調査によって得られた遺物と記録類は、財団法人山形県埋蔵文化財センターにて遺構・

遺物の整理作業を行った。

Ⅱ 遺跡の立地と環境

山形県は現在一つの行政区分で成立しているものの、その内部は独立的な、四つの地域から

成る。すなわち、「置賜」「村山」「最上」そして小平４遺跡の所在する「庄内」である。その

地理的状況は、日本海に面する「庄内」と、内陸地方であるそれ以外の三地域に大きく二分さ

れる。庄内地方は、最上川の河口に展開する庄内平野と、北には鳥海山、南には摩耶山、金峰

山、東には月山がそびえ立ち、西側は海岸砂丘で閉ざされる。海岸砂丘は３５㎞にも及び、江戸

期からの植林により、松林となっている。これらの障壁に囲まれて、南北を長軸とする細長い

平野として庄内平野は存在する。南北５５㎞、東西幅は最北部遊佐町付近では約３㎞、南部鶴岡

市付近では約２５㎞に達する。この南北約北西約３０㎞の海上には、山形県のただ一つの離島であ

る「飛島」が浮かぶ。小平４遺跡の所在する八幡町は、庄内平野の北側の山裾辺りに位置して

いる。小平４遺跡の所在する飽海郡八幡町市条字小平地区は、山形県の北西部、庄内平野の東

部に位置している。

調査区は北から南に向かってゆるく傾斜しており、遺跡は西に向って開いた地形を呈してい

第１図 小平４遺跡位置図

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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る。標高は約７１ｍで、北部丘陵西斜面に舌状に張り出した、狭い台地上に位置する。平成１４年

度に発掘調査が行われた小平２遺跡・小平３遺跡は、小平４遺跡の北側にあたる。

第１図は、小平４遺跡の位置を列島の中で表現したものであるが、この図に拠りながら庄内

地方と小平４遺跡の地理的位置を、先史時代という時期設定で概観すれば次のようになろう。

日本海に面する庄内地方は、その立地からして、日本海側の文化的様相が色濃く表われてい

る。北と南から土器文化は様々な時代にもたらされている。飛島はその代表格であり、ここか

らは北の土器である円筒上層土器や南側の北陸地方の土器などが出土し、活発な海上交易が展

開され、それはすでに先史時代に溯るものであることが理解されている。この地域は、日本海

を仲介とした、交通の要衝という姿が浮上してくる。

庄内平野の海岸砂丘は「庄内砂丘」と呼ばれ、北は吹浦から南は湯野浜までの約３４㎞、東西

は約２．５㎞であり、途中いくつかの河川で切断されるものの、日本では鳥取砂丘に次ぐ規模を有

している。庄内砂丘を切断する河

川は、最上川、赤川、日向川の３

河川を数えるが、赤川は新しく開

削されたものであり、旧流路は最

上川の河口付近の砂堆の内側で合

流していた。日向川の現流路も江

戸時代の開削にかかるものである。

小平４遺跡の営まれた時期は縄

文時代の前期（約５０００年前）～後

期（約４０００年前）にその中心があ

る。この時期の庄内平野や砂丘の

様相は次のようになる。有賀友子

は庄内平野の形成史を整理してい

る（図２）。同氏によれば約４，０００

ｙＢ．Ｐ．には海面は、現在の海水

準とほぼ同じ高さに位置し、約

１，２００ｙＢ．Ｐ．では、海岸砂丘は

形成され、扇状地の形成も安定し、

各河川は沖積面を下刻する傾向に

あるという。角田清美は各砂丘の

形態と分布を検討している（角田

清美１９７６「庄内平野の地形につい

て」『庄内考古学』第１３号）。同氏

に拠れば、砂丘は５つの砂丘列に

分かれそれぞれが時間差を持って

成立しているという。砂丘内には

考古遺物を含む場合のある「クロ 第２図 庄内地方の微地形分類図

有賀友子１９８４「庄内平野の地形発達」
『東北地理』第３６巻１号

Ⅱ 遺跡の立地と環境

３



三崎山三崎山A 
 

鳥海山鳥海山 
 

★ 

高畑高畑 

月光川光川 
小山崎小山崎 
 
神矢田神矢田 
 

現・日向川向川 
 
旧・日向川向川 
 
最上川最上川 
 

現・赤川赤川 
 

三瀬川三瀬川 
 

五十川五十川 
 

温海川温海川 
小国川小国川 
 

砂川砂川A

谷定谷定A A 
 

月山 
 

三崎山A 
 

鳥海山 
 

★ 

高畑 

月光川 
小山崎 
 
神矢田 
 

現・日向川 
 
旧・日向川 
 
最上川 
 

現・赤川 
 

三瀬川 
 

五十川 
 

温海川 
小国川 
 

天然アスファルト産出地 

0 
 

20km 
 

砂川A

谷定A 
 

月山 
 

小平4遺跡 

スナ層」が３層形成され、砂丘形成の休止期に発達する古土壌である。「クロスナⅠ～Ⅲ層」

の成立時期は、それぞれ、４０００年以前、３５００年から１５００年～１０００年以前、１６世紀代となるとい

う。小平４遺跡の営まれた時期は、海水面水準が安定し、かつ砂丘活動の静穏な時期にあたる

ことがわかる。

Ⅲ 周辺の遺跡

小平４遺跡の主要な時代である縄文時代は六つの時期に区分されている。すなわち草創期（今

から１２０００年～１００００年前）早期（今から１００００～６０００年前）前期（今から６０００～５０００年前）中

期（今から５０００～４０００年前）後期（今から４０００～３０００）晩期（今から３０００～２０００年前）となる。

小平４遺跡周辺

の主要縄文時代

遺跡について概

観すれば次のよ

うになろう。

小平４遺跡の

営まれた時代は

主として縄文時

代前期・中期・

後期である。こ

れらの時期に関

連する周辺の主

要遺跡について

表したのが第

３・４図と表１

である。

周辺の縄文時

代前期遺跡とし

ては、小山崎遺

跡（遊佐町）、

吹浦遺跡（遊佐

町）、早坂台遺

跡（立川町）な

どがある。この

うち、吹浦遺跡

と小山崎遺跡は

ほぼ同時期の土

小 山 崎 遺 跡

吹 浦 遺 跡

出典；小林圭一２００１「最上川流域における縄文時代後・晩期の遺跡分布」
『山形考古』第７巻第１号（通巻３１号）

第３図 庄内地方縄文時代後期遺跡分布図

Ⅲ 周辺の遺跡
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器が出土している（表１）。縄文時代中期遺跡としては、山谷新田遺跡（平田町）、蕨台遺跡（八

幡町）などがある、やや離れるが、重要な同時代遺跡としては、岡山遺跡（鶴岡市）、西向遺

跡（鶴岡市）、野新田遺跡（朝日村）、砂川Ａ遺跡（朝日村）がある。野新田遺跡とはほぼ土器

組成が共通している（表１）。同じく縄文時代後期遺跡としては、小山崎遺跡（遊佐町）、砂川

Ａ遺跡（朝日村）、神矢田遺跡（遊佐町）、八森遺跡（八幡町）、高畑遺跡（平田町）、谷定遺跡

（鶴岡市）がある。このうち、小山崎遺跡はほぼ同時期の土器が出土している。

この他に、平安時代の須恵器瓶と坏が出土し、近世の遺物も一部出土している。この、平安

時代、近世の遺物は遺跡の主体となる時期ではない。平安時代の同時代遺跡としては八森遺跡

（八幡町）がある。遺跡周辺には西側の平野部を中心に、多くの遺跡が存在するが、これらの

多くは奈良・平安時代のものである（第５図）。当時の国府と推定されている、国指定史跡の

城輪柵跡をはじめとして、堂の前遺跡、八森遺跡など、公的な色彩の強い遺跡や集落跡が見ら

れる。小平２遺

跡・小平３遺跡

で平安時代の遺

構・遺物が出土

していることか

ら、平安時代の

遺跡の主体部は

より北側に存在

するものと考え

られる。

今回発掘調査

を行った小平４

遺跡は縄文時代

が中心であると

考えられ、周辺

では現在のとこ

ろ、丘陵部に縄

文時代の遺跡が

確認されている

が調査例は少な

く、今回の成果

はこの地域の縄

文時代の生活を

考えていく上で、

貴重なものにな

ると言える。

縄文時代をい

出典；小林圭一２００１「最上川流域における縄文時代後・晩期の遺跡分布」
『山形考古』第７巻第１号（通巻３１号）（一部改変）

第４図 庄内地方縄文時代晩期遺跡分布図（弥生時代前期含む）

野 新 田 遺 跡

神 矢 田 遺 跡

八 森 遺 跡

Ⅲ 周辺の遺跡
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かなる時代として見るかは研究者にとっても意見の分かれる所であるが、想像よりもはるかに

進んだ狩猟採集社会であったことが分かってきた。その文化は北米カリフォルニアインディア

ンの狩猟漁労採集を中心として成り立っている社会と似た様相があると説明される。縄文時代

の生業は、シカやイノシシを中心とする陸上の動物の狩猟、河川に回帰するサケ・マスなどの

魚類の捕獲、沿岸部の海獣の狩猟や漁労活動、貝などの採集、また堅果類（ドングリ・トチ・

クリ・クルミ）の採集などのほかに、植物の栽培もおこなわれていたらしい。

庄内地方の縄文時代遺跡もこうした食料採集などの必要性を考慮した立地を見せている（第

３・４図）。この分布を見てみると、主として河川の周囲や平野部に臨む小高い丘陵などを選

んで遺跡が営まれていたことが分かる。小平４遺跡に近い日向川の流域を歩いてみると、川の

両岸に開けた台地が幾つか見られる。こういった水辺に近く見晴らしが良く陽当たりも良い台

地が遺跡として利用されている傾向がある。しかしいつの時代も人々が住んでいたわけでもな

い、縄文時代は１万年の長きにわたるが、日向川周辺を例にとれば、第３図の縄文時代後期に

は集中して遺跡が営まれるが、次の第４図の時期、縄文時代晩期になると遺跡の集中は消滅す

る。この時期には羽黒町の玉川遺跡周辺に濃密な遺跡の集中域が形成されることからすれば、

こうした地域に移動した可能性がある。小平４遺跡でも縄文時代晩期には遺物がみられなくな

ることからすれば、日向川あるいは荒瀬川流域を居住領域としていた集団が小平４遺跡を利用

していたのであろうと考えることができよう。

荒 瀬 川 流 域

第５図 周辺遺跡分布図

１ 小平２遺跡

２ 小平３遺跡

３ 小平４遺跡

４ 城輪柵跡

５ 堂の前遺跡

６ 八森遺跡

７ 豊原Ａ遺跡

８ 豊原Ｂ遺跡

９ 後田遺跡

１０ 沼田遺跡

１１ 俵田遺跡

１２ 境興野遺跡

１３ 北田遺跡

１４ 関Ｂ遺跡

Ⅲ 周辺の遺跡

荒荒 瀬瀬 川川
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Ⅳ 調査の概要

小平４遺跡、小平２遺跡・小平３遺跡について、各遺跡の位置を表したのが第８図である。

それぞれが、東側から西側へと張り出している台地の周辺に営まれていることがわかる。また、

付近には小河川が発達し、水の入手にも有効であることがわかる。なおこの台地は北側へと連

続し、地震によって移転した出羽国府の擬定地である、八森遺跡へと延びている。

調査区は北から南に向かってゆるく傾斜しており、遺跡は西に向って開いた地形を呈してい

る（第６図）。標高は約７１ｍで、北部丘陵西斜面に舌状に張り出した、狭い台地上に位置して

いる。遺跡のすぐ西側は崖になっており、すぐ下には小河川が西に向って流れている。河川の

両側は切り立った崖になっており、ところどころに小規模な台地を展開させている。直下の河

川までの比高差は約１０ｍ程であるが、傾斜は急である。

小平４遺跡のすぐ北側にも小さな川が西に向って流れていた。まったく小規模な小川であり、

調査期間中も水が流れるときと流れないときがあった。ここに向っては調査区からゆるやかに

傾斜するような地形となっており、この小川に向って小規模な遺物の捨て場が形成され、ここ

からは縄文時代後期の遺物を中心として多くの遺物が出土した。

７カ所から調査区の基本層序を採集した（第７図）。基本層序の採用にあたって、地層の堆

第６図 小平４遺跡調査区位置図

小規模な台地

捨 て 場

Ⅳ 調査の概要
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積が明確であった場所を特に選んだ。７カ所の土層断面図によれば、標高の低い南側が北側よ

りも土壌の堆積が薄いことが分かる。調査面までは、深いところで６０㎝浅いところで４０㎝ほど

の堆積が見受けられる。

Ⅴ 遺構と遺物の分布

小平４遺跡の調査区周辺の標高を表したのが第９図の標高分布図である。この図によれば、

調査区のすぐ北側に存在する小川に面した部分が一番高く、南側にゆくにしたがって標高は低

くなる。この部分は東側からの台地の延長部分（第６図）となっている。こうした地形からす

れば、遺跡の中心部は今回の調査区の東側に存在するものと思われる。

調査区は、道路の軸方向と同じ軸線で設定した。遺構検出をおこなったところ、第１０図のよ

うな遺構分布を確認することができた。遺構は調査区の全体にわたって分布している。ただし、

詳細に観察すれば、遺物が多く存在する遺構は、調査区の北側の部分に多い。これは、先ほど

述べたように、台地が東側から西側に延びていることから、地形的に安定した部分を有効に利

用していたためであろう。

遺構と遺物の存在の相関関係を明らかにするために作製したのが第１１図である。●が土器の

分布を表し、■が石器の分布を表している。これによれば、調査区の北側に遺物が集中してい

１
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト

５
１ １０YR２／１ 黒色砂質土
２ ７．５YR２／１ 黒色砂質土
３ ７．５YR３／３ 暗褐色砂質土

第７図 小平４遺跡基本層序図

２
１ ５YR２／１ 黒褐色砂質土
２ ５YR２／１ 黒褐色砂質土
３ ５YR２／１ 黒褐色砂質土

６
１ ７．５YR２／１ 黒色砂質土
２ ７．５YR２／２ 黒褐色砂質土

３
１ ５YR２／１ 黒褐色土（やや粘質）
２ １０YR２／２ 黒褐色土（砂質が強い）

７
１ ７．５YR２／２ 黒褐色荒砂まじりのシルト

４
１ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト（表土）
２ ７．５YR３／１ 黒褐色砂質土
３ ７．５ＹＲ２／２ 黒褐色粘質土
４ ７．５ＹＲ２／１ 黒色荒砂（礫（大）を多量に含む）

※土層断面模式図の縮尺は１：２０

Ⅴ 遺構と遺物の分布
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第８図 小平２・３・４遺跡位置図

遺跡範囲

Ⅴ 遺構と遺物の分布
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ることがわかる。ただし石器は調査区の北よりの遺構には全体にわたって分布しているが、土

器の分布は、中央部の遺構に集中している。各遺構を見れば、土器が集中的に分布する遺構、

石器と土器が同じように集中する遺構などを見ることができる。こうした、遺構内の遺物の存

在の様子については、次で述べてゆきたい。

なお、調査区の南側の遺構では、遺物はほとんど出土せず、遺構内部の覆土の状況も人為的

な体積状況ではなかった。これらは、撹乱あるいは、風倒木などによって形成された可能性が

強いものと考えられる。

Ⅵ 検出された遺構

小平４遺跡から検出された遺構について、次に述べることとする。

この遺跡からは、主として縄文時代の遺構が検出された。遺構は出土した縄文土器の年代観

からすれば、主に縄文時代前期末から後期中頃にかけての時期と考えられる。一部に、土師器・

須恵器が数点、古銭が１点出土しているが、これらの時代に対応するような遺構の検出はでき

なかった。図化できた遺構は、主として縄文時代の遺構である。

各遺構は遺構平面図と、遺物出土状況、さらには遺構毎の出土遺物について提示している。

１ 土坑

ＳＫ６遺構（第１４図 図版１１・１４）

調査区の南端付近に位置する、Ｕ－９２グリッドで検出された。ここは、標高７０ｍで発掘区内

の最も低い部分にあたるところである。検出された土壙の規模については次のようになる。

平面形はほぼ円形を呈するものと思われるが、調査区の壁面にあたり、一部しか検出されて

いないため、大きさは不明である。検出部分の長軸は約２．３ｍ、検出面からの深さは約２０㎝で

あり、比較的深い。覆土の様子は人為堆積であり、２層に分けることができる。１層には礫を

多量に含む。壁の立ち上がりは割合に急であり、床面は平坦になっている。出土遺物はない。

ＳＫ２２遺構（第１５図 図版１４）

調査区の南部に位置する、Ｖ－９０グリッドで検出された。比較的遺構が稀薄な箇所にあたる。

検出された土壙の規模については、長軸約１．１ｍ、短軸約０．８ｍのほぼ円形を呈する。検出面か

らの深さは約１５㎝であり、比較的浅い。覆土の様子は人為堆積であり、２層に分けることがで

きる。壁の立ち上がりは割合に急であり、床面は、ほぼ平坦になっている。出土遺物はない。

ＳＫ４０遺構（第１２・１３・２８・２９図 図版１３・１４・１８）

調査区の中央に位置する、Ｕ－８６・Ｕ－８７グリッドで検出された。遺跡内で遺物が多量に出

土する遺構の１つにあげられる。周囲にピットや性格不明遺構が点在する。

検出された土壙の規模については、長軸約３．１ｍ、短軸約１．６ｍの不定形を呈する。検出面か

らの深さは約１０㎝であり、比較的浅い。覆土の様子は人為堆積で、１層のみである。礫や大き

な石を多く含んでいる。壁の立ち上がりは緩やかであり、床面はほぼ平坦だが、一部に凹凸も

みられる。出土遺物としては、縄文時代後期中頃の土器が出土している

ＳＫ６遺構

ＳＫ２２遺構

ＳＫ４０遺構
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ＳＫ４５遺構（第１４・３０図 図版１２・１８）

調査区の中央に位置する、Ｔ－８６、Ｔ－８７グリッドで検出された。遺跡内で遺物が多量に出

土する遺構の１つにあげられる。周囲にピットや性格不明遺構が点在する。次のようになる。

検出された土壙の規模については、長軸は約１．３ｍ、短軸は約１．１ｍの平面形はほぼ円形を呈

する。検出面からの深さは約２０㎝であり、比較的深い。覆土は２層に分けることができ、壁の

立ち上がりは緩やかであり、床面は平坦になっている。出土遺物は縄文時代中期中頃の土器が

出土している。

ＳＫ４７遺構（第１５図 図版１１）

調査区の中央部北寄りに位置する、Ｕ－８３グリッドで検出された。規模の大きいＳＸ５０遺構

に隣接している。調査区の東壁に遺構がかかってしまっているために、今回の調査区では一部

しか検出されていない。長軸は不明であるが、現存の短軸は約１．１ｍ、検出面からの深さは約

２０㎝であり、比較的深い。床面は多少の凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＫ５７遺構（第１４・３０図 図版１１・１４）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８３グリッドで検出された。ここは、標高７２ｍで発掘区の高所

にあたるところである。平面形は東西に長軸を持つ楕円形を呈する。検出された土壙の規模に

ついては、長軸は約２．６ｍ、短軸は約０．９ｍ、検出面からの深さは約３０㎝であり、非常に深い。

覆土の様子は人為堆積であり、４層に分けることができる。壁の立ち上がりは割合に急であり、

床面は平坦になっている。出土遺物としては、縄文土器と石器の剥片がある。

第９図 小平４遺跡標高分布図

ＳＫ４５遺構

ＳＫ４７遺構

ＳＫ５７遺構
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ＳＫ６４遺構（第１４図 図版１２）

調査区の北部に位置する、Ｔ－８２・Ｕ－８２グリッドで検出された。ここは、発掘区の高所に

あたり、規模の大きな性格不明遺構ＳＸ７０と切りあい関係にある。遺構東端が調査区の壁にか

かっているが、全容はほぼ確認できる。長軸は約１．９ｍ、短軸は約０．８ｍの長方形に近い不定形

で、検出面からの深さは約２０㎝である。覆土の様子は人為堆積であり、２層に分けることがで

きる。礫を多く含んでいる。壁の立ち上がりはやや緩やかであり、床面には多少の凹凸がある。

出土遺物はなかった。

２ 性格不明遺構

ＳＸ２遺構（第１５図 図版１５）

調査区の南端に位置する、Ｖ－９３グリッドで検出された。調査区の西壁にかかり、遺構の一

部しか検出されなかった。長軸は不明であるが、現存の短軸は約０．５ｍ、検出面からの深さは

約１０～１５㎝であり、比較的浅い。覆土の様子は人為堆積であり、３層に分けることができる。

床面は平坦な部分と凹凸のある部分がある。遺物は出土していない。

ＳＸ４・５遺構（第１５図 図版１５）

調査区の南端付近に位置する、Ｖ－９２グリッドで検出された。ここは、標高７０ｍで発掘区内

において低所にあたるところである。長さ約３ｍ、幅約０．４～０．６ｍの溝状の遺構が、ＳＸ５遺

構と連結してＵ字型を呈している。検出面からの深さは約３０㎝であり、非常に深い。覆土の様

子は人為堆積であり、ＳＸ５遺構と連結して５層に分けることができる。１～４層まで全体的

に礫を含み、特に２層には大量に含んでいる。壁の立ち上がりは急であり、床面はほぼ平坦で

ある。遺物は出土していない。この遺構の性格としては、遺構の形状から、ＳＸ５遺構ととも

に風倒木痕の両側を形成する遺構であると考えられる。

ＳＸ２６遺構（第１５図 図版１５）

調査区の中央部南寄りに位置する、Ｕ－８９グリッドで検出された。この付近は、遺構が比較

的まばらである。長さ約１．５ｍ、幅約０．８ｍで三日月形に近い不定形を呈している。検出面から

の深さは約１５㎝であり、比較的浅い。覆土の様子は人為堆積であり炭化物を含む。床面はほぼ

平坦になっている。遺物は出土していない。

ＳＸ２７遺構（第１５図 図版１５）

調査区の中央部南寄りに位置する、Ｕ－８９グリッドで検出された。この付近は、遺構が比較

的まばらである。長さ約１．６ｍ、幅約０．４ｍの溝状で、検出面からの深さは約２０㎝であり、比較

的深い。覆土の様子は人為堆積であり、１層のみである。壁の立ち上がりは非常に急であり、

床面は平坦になっている。遺物は出土していない。

ＳＸ２８遺構（第１５図 図版１５）

調査区の中央部南寄りに位置する、Ｔ－８９グリッドで検出された。この付近は、遺構が比較

的まばらである。調査区の西壁にかかり遺構の一部に検出できない部分があったが、全容はほ

ぼ確認できる。現存の長軸約１．３ｍ、短軸約０．９ｍの楕円状の不定形を呈する。検出面からの深

さは約５～１５㎝であり、非常に浅い。覆土の様子は人為堆積であり、２層に分けることができ

る。壁の立ち上がりは緩やかであり、床面は傾斜しており、南側が浅く、北側が深い。遺物は

ＳＫ６４遺構

ＳＸ２遺構

ＳＸ４・５遺構

ＳＸ２６遺構

ＳＸ２７遺構

ＳＸ２８遺構
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出土していない。

ＳＸ３４・３５遺構（第２２・３９図 図版１３）

調査区の中央部に位置する、Ｔ－８８・Ｕ－８７・Ｕ－８８グリッドで検出された。周囲には土壙

やピット、性格不明遺構が点在する。長さ約６ｍ、幅約０．９ｍのＬ字型の溝状で、検出面から

の深さは約１０～２０㎝である。遺構内に数個のピットが含まれる様相を呈している。覆土の様子

は人為堆積であり、ＳＸ３５遺構と連結して４層に分けることができる。１・２・４層礫を含み、

特に２・４層には大量に含んでいる。壁の立ち上がりはやや緩やかであり、床面はほぼ平坦で

ある。遺物では、縄文土器の破片が数点出土している。この遺構の性格としては、遺構の形状

から、ＳＸ３５遺構とともに風倒木痕の両側を形成する遺構であると考えられる。

ＳＸ５０遺構（第１６・１７・３０～３４図 図版７・１０・１２・１９・２０）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８３、Ｓ－８４、Ｔ－８３、Ｔ－８４、Ｕ－８３、Ｕ－８４グリッドで検出さ

れた。ここは、標高７２ｍで発掘区の高所にあたるところであり、比較的遺構が密集している。

検出された遺構の規模については、最長約７ｍ、最短約５ｍの不定形で、東側の一部が調査区

の壁によって切られている。検出面からの深さは約１０～３０㎝である。遺構内に大小さまざまな

形のピットが含まれる様相を呈している。ＳＰ５９を含み、ＳＰ５８、ＳＰ６０とは切り合い関係に

ある。遺跡内において、一番規模の大きな遺構である。覆土の様子は人為堆積であり、４層に

分けることができる。１層と４層には礫を多量に含む。壁の立ち上がりは急であり、床面は凹

凸が激しい。遺物の出土は遺構全体におよんでいる。出土遺物としては縄文土器と石器があり

多量であった。

ＳＸ６５遺構（第１８・１９・３５～３８図 図版１３・２１）

調査区の中央部北寄りに位置する、Ｓ－８５、Ｓ－８６、Ｔ－８５、Ｔ－８６グリッドで検出された。

遺跡内において出土遺物の密度が最も高い遺構であるが、西側の一部が調査区の壁によって切

られているため全体は確認できていない。検出された遺構の規模については、現存の長軸約５ｍ、

短軸約２．５ｍで楕円形を呈するものと思われる。検出面からの深さは約５～１５㎝で、比較的浅

い。遺構内に数個のピットが含まれる。覆土の様子は人為堆積であり、３層に分けることがで

きる。１層と４層には礫を多量に含む。２層に分けることができる。壁の立ち上がりは急であ

り、床面には礫が多いため凹凸がある。出土遺物としてはり多量であった。

ＳＸ７０遺構（第２０・２１・３９図 図版１３・２０・２１）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８１、Ｓ－８２、Ｔ－８１、Ｔ－８２グリッドで検出された。ここは、

発掘区の最も高所にあたるところである。検出された遺構の規模については、最長南北約６ｍ、

東西約５．５ｍの不定形で、ＳＸ５０に次ぐ大きさである。検出面からの深さは約５～２０㎝である。

遺構内には大小のピットを含み、ＳＫ６４とは切り合い関係にある。覆土の様子は人為堆積であ

り、１層のみで礫を多量に含む。壁の立ち上がりは割合に急である。床面は地点により凹凸の

ある所や、緩やかに傾斜している所がある。出土遺物としては縄文土器と石器がある。

ＳＸ７１遺構（第２４・２５・３９図 図版１６）

調査区の北端部付近に位置する、Ｔ－８１グリッドで検出された。高所より東捨場へ下る、高

低差のある遺構である。検出された遺構の規模については、長さ約４ｍ、幅約２ｍの不定形で、

隣接する東捨場との連続性が見られる遺構である。検出面からの深さは約１０～１５㎝であり、比

ＳＸ３４・３５遺構

ＳＸ５０遺構

ＳＸ６５遺構

ＳＸ７０遺構
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較的浅い。遺構内には数個のピットを含む。覆土の様子は人為堆積であり、２層に分けること

ができる。壁の立ち上がりは割合に急である。床面は、遺構中央付近から傾斜しているものの

凹凸はあまり見られない。出土遺物としては、縄文土器と須恵器がある。

３ 捨場

東捨場（第２６・３９～４３図 図版１６・１９・２０）

調査区の北端部東側に位置する、Ｓ－８０、Ｓ－８１、Ｔ－８０、Ｔ－８１グリッドで検出された。高

所より下る斜面にあたり、隣接するＳＸ７１との連続性が見られる遺構である。検出された捨場

の規模については、平面形で縦約２．５ｍ、横約６ｍの長方形の範囲と考えられる。検出面から

の深さは約４０～６０㎝であり、非常に深い。一部の深掘り箇所では深さ１ｍに及ぶ。覆土は東壁

部分では５層、西壁部分では８層に分けることができる。東壁部分の５層には礫を多量に、西

壁部分の７層、８層にもそれぞれ礫を含む。壁の立ち上がりは割合に急である。床面は傾斜し

ているが、凹凸はあまり見られない。出土遺物としては、縄文土器と須恵器、石器がある。

西捨場（第２７・４３・４４図 図版１６・２１）

調査区の北端部西側に位置する、Ｑ－８１、Ｒ－８１、Ｒ－８２、Ｓ－８１グリッドで検出された。

高所より下る斜面にあたる。検出された捨場の規模については、平面形で一辺約５ｍの正方形

の範囲と考えられる。検出面からの深さは約２０～７０㎝であり、北端へ向かうにつれ深い。覆土

は７層に分けることができる。３層と７層には礫を多量に含む。床面は傾斜しているが、凹凸

はあまり見られない。出土遺物としては縄文土器と石器がある。

４ 柱穴

ＳＰ１遺構（第２３図 図版１６）

調査区の南端に位置する、Ｗ－９３グリッドで検出された。平面形は、円形を呈するものと思

われるが、東側が切られている。長軸は約６０㎝、現存の短軸は約４５㎝、深さは約１０㎝である。

覆土の様子は人為堆積であり２層に分けることができる。床面はほぼ平坦になっている。出土

遺物はない。

ＳＰ１３遺構（第２３図 図版１６）

調査区の南部に位置する、Ｖ－９１グリッドで検出された。長軸１．２ｍ、短軸０．９ｍのほぼ楕円

形を呈し、一つの小ピットを含む。深さは約１５～２０㎝である。覆土は４層に分けることができ

る。壁の立ち上がりはやや緩やかであり、床面には若干の傾斜がある。出土遺物はない。

ＳＰ２３遺構（第２３・３９図 図版１１）

調査区の中央部南寄りに位置する、Ｖ－８９グリッドで検出された。調査区の東壁にかかり、

遺構の一部しか検出されなかったが、楕円に近い不定形をするものと思われる。現存の長軸は

約１４ｍ、短軸は約１１ｍで、検出面からの深さは約１０～２０㎝である。覆土は１層のみである。壁

の立ち上がりは急であり、床面は平坦である。遺物は、東壁面から須恵器の長頸瓶の破片が１

点出土している。

東 捨 場

西 捨 場

ＳＰ１遺構

ＳＰ１３遺構

ＳＰ２３遺構
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ＳＰ３２遺構（第２３図 図版１６）

調査区の中央部南寄りに位置する、Ｖ－８８グリッドで検出された。平面形は直径約６０㎝の円

形を呈する。検出面からの深さは約２０㎝であり、比較的深い。覆土は２層に分けることができ

る。壁の立ち上がりは割合に急であり、床面には若干凹凸がある。出土遺物はない。

ＳＰ３３遺構（第２３図 図版１７）

調査区の中央部南寄りに位置する、Ｔ－８８グリッドで検出された。検出された遺構は、平面

形は直径約３０㎝の円形を呈する小型のピットである。検出面からの深さは約１０㎝である。覆土

は１層のみである。壁の立ち上がりは割合に急であり、床面には大きな石が存在する。出土遺

物はない。

ＳＰ３６遺構（第２３図）

調査区の中央部に位置する、Ｔ－８７グリッドで検出された。ＳＸ３５に隣接する遺構である。

長軸約８０㎝、短軸約６０㎝のほぼ楕円形を呈する。検出面からの深さは約２０㎝であり、比較的深

い。覆土は２層に分かれ、１層には炭を含む。床面は平坦になっている。出土遺物はない。

ＳＰ４２遺構（第２３図）

調査区の中央部に位置する、Ｕ－８６グリッドで検出された。平面形は直径約３０㎝の円形を呈

する小型のピットである。検出面からの深さは約１５㎝である。覆土は２層に分けることができ

る。壁の立ち上がりは割合に急であり、床面は平坦になっている。出土遺物はない。

ＳＰ４３遺構（第２３図）

調査区の中央部に位置する、Ｕ－８６グリッドで検出された。平面形は長軸約５０㎝、短軸約３５㎝

の楕円形を呈する小型のピットである。検出面からの深さは約１５㎝である。覆土は２層に分け

ることができる。壁の立ち上がりはやや緩やかであり、床面は平坦になっている。出土遺物は

ない。

ＳＰ４４遺構（第２３図）

調査区の中央部に位置する、Ｔ－８６、Ｕ－８６グリッドで検出された。長軸約１ｍ、短軸約７０㎝

の歪な楕円形を呈する。検出面からの深さは約１０～２５㎝であり、浅い部分と深い部分がある。

覆土は２層に分けることができる。２層には礫を多量に含む。壁の立ち上がりは、東側は割合

に急であり、西側は緩やかである。床面には段差が見られるが、深い部分はほぼ平坦である。

遺物としては、遺構の壁面から石器の剥片が１点出土している。

ＳＰ４８遺構（第２３・３９図 図版１１）

調査区の北部に位置する、Ｕ－８３、Ｕ－８４グリッドで検出された。遺跡内で一番規模の大き

なＳＸ５０に隣接する。長軸約１ｍ、短軸約８０㎝の歪な楕円形を呈する。断面の深さが約７０㎝で、

深いすり鉢状になっている。覆土の様子は人為堆積であり、３層に分けることができる。壁の

立ち上がりは非常に急である。遺物としては、縄文土器片１点と、石器の剥片が２点出土して

いる。

ＳＰ５８遺構（第１７・２３・３９図 図版１１・１７）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８３グリッドで検出された。遺跡内で一番規模の大きなＳＸ５０

と一部切り合っている。直径約６０㎝の歪な円形を呈する。検出面からの深さは約１５㎝である。

覆土は３層に分けることができる。壁の立ち上がりはやや急であり、床面は平坦になっている。

ＳＰ３２遺構

ＳＰ３３遺構

ＳＰ３６遺構

ＳＰ４２遺構

ＳＰ４３遺構

ＳＰ４４遺構

ＳＰ４８遺構

ＳＰ５８遺構
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遺物としては、石器で２次加工のある剥片が１点出土している。

ＳＰ５９遺構（第２３図 図版１７）

調査区の北部に位置する、Ｔ－８３グリッドで検出された。遺跡内で一番規模の大きなＳＸ５０

の遺構内に含まれる。直径約３０㎝円形を呈する小ピットである。検出面からの深さは約１５㎝で

ある。覆土は２層に分けることができる。床面は平坦になっている。出土遺物はない。

ＳＰ６０遺構（第１７・２３・３９図 図版１７）

調査区の北部に位置する、Ｔ－８３グリッドで検出された。遺跡内で一番規模の大きなＳＸ５０

と切りあい関係にある。直径約８０㎝の歪な円形を呈する。検出面からの深さは約２０～２５㎝であ

り、やや深い。覆土は２層に分けることができる。床面には凹凸がある。遺物は２次加工のあ

る剥片が１点出土している。

ＳＰ６１遺構（第２４図 図版１７）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８３グリッドで検出された。付近には規模の大きなＳＸ５０やＳ

Ｘ７０が存在する。直径約６０㎝の円形を呈する。深さは約１５～２０㎝であり、やや深い。覆土は１

層のみである。壁の立ち上がりはやや急であり、床面には若干の傾斜がある。出土遺物はない。

ＳＰ６６遺構（第２４図 図版１７）

調査区の北部に位置する、Ｕ－８２グリッドで検出された。付近には規模の大きなＳＸ５０やＳ

Ｘ７０が存在する。長軸約５５㎝、短軸約４５㎝の楕円形を呈する。検出面からの深さは約１０～１５㎝

であり、やや浅い。覆土は１層のみである。出土遺物はない。

ＳＰ６７遺構（第２４図）

調査区の北部に位置する、Ｔ－８２グリッドで検出された。規模の大きなＳＸ７０に隣接する。

直径約３０㎝の円形を呈する。検出面からの深さは約２０㎝であり、やや深い。覆土は２層に分け

ることができる。壁の立ち上がりは非常に急であり、床面は平坦である。出土遺物はない。

ＳＰ７４遺構（第２４図）

調査区の中央部に位置する、Ｔ－８７、Ｔ－８８グリッドで検出された。調査区の西壁に接する

遺構である。付近にはＳＸ３４、ＳＸ３５が存在する。検出された遺構は、直径約６０㎝の円形を呈

する。検出面からの深さは約２０㎝であり、やや深い。覆土は２層に分けることができ出土遺物

はない。

ＳＰ５９遺構

ＳＰ６０遺構

ＳＰ６１遺構

ＳＰ６６遺構

ＳＰ６７遺構

ＳＰ７４遺構
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第１２図 ＳＫ４０（１）遺構平・断面図

ＳＫ４０（ａ‐ａ’）
１ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト

ＳＫ４０（ｂ‐ｂ’）
１ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト

礫

石
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第１４図 ＳＫ６・４５・５７・６４遺構平・断面図、遺物出土状況

ＳＫ６
１ ７．５YR２／２ 黒褐色シルト（礫を多量に含む）
２ ７．５YR３／２ 黒褐色砂まじりシルト

ＳＫ５７
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト
２ ５YR２／１ 黒褐色砂まじりシルト
３ ７．５YR３／１ 黒褐色砂まじりシルト（４層土が混じる）
４ ７．５YR３／２ 黒褐色砂質土

ＳＫ６４
１ １０YR２／１ 黒色シルト（礫を含む）
２ １０YR２／２ 黒褐色シルト（地山の土を含む）

ＳＫ４５
１ ７．５YR２／１ 黒色シルト
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト

石
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第１５図 ＳＫ２２・４７、ＳＸ２・４・５・２６・２７・２８遺構平・断面図

ＳＫ２２
１ ７．５YR３／２ 黒褐色粘質土
２ １０YR４／３ にぶい黄褐色砂質土が強い

（地山混じり）

ＳＸ２
１ ７．５YR２／２ 黒褐色シルト
２ ７．５YR２／２ 黒褐色シルト（礫を多量に含む）
３ ７．５YR２／２ 黒褐色砂まじりシルト

ＳＸ２６
１ ５YR２／１ 黒褐色土（やや粘質）

ＳＫ４７
１ １０YR１．７／１ 黒色砂質土
２ ７．５YR２／１ 黒色砂質土

ＳＸ２７
１ ７．５YR２／２ 黒褐色土（やや粘質）

ＳＸ４・５
１ ７．５YR４／４ 褐色砂質シルト（礫を含む）
２ ７．５YR３／４ 暗褐色砂質シルト（礫を大量に含む）
３ ７．５YR３／１ 黒褐色シルト（礫を含む）
４ ７．５YR３／４ 褐色砂質シルト（礫を含む）
５ １０YR４／３ にぶい黄褐色砂質シルト

ＳＸ２８
１ １０YR２／２ 黒褐色砂質土
２ ７．５YR３／３ 暗褐色土
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第１６図 ＳＸ５０（１）遺構平・断面図

石

ＳＸ５０（ａ‐ａ’）
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト（礫を多量に含む）
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂質土（１層土が混じる）

ＳＸ５０（ｃ‐ｃ’）
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト（礫を多量に含む）
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂質土（１層土が混じる）

ＳＸ５０（ｂ‐ｂ’）
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト（礫を多量に含む）
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂質土（１層土が混じる）
３ ７．５YR２／１ 黒色シルト
４ １０YR３／４ 暗褐色砂質土（礫を多量に含む）
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第１８図 ＳＸ６５（１）遺構平・断面図

ＳＸ６５（ａ‐ａ’）
２ １０YR２／３ 黒褐色シルト
３ ７．５YR３／２ 黒褐色砂質土（礫を多量に含む）

ＳＸ６５（ｂ‐ｂ’）
２ １０YR２／３ 黒褐色シルト
３ ７．５YR３／２ 黒褐色砂質土（礫を多量に含む）

ＳＸ６５（ｃ‐ｃ’）
１ ５YR２／２ 黒褐色シルト
２ １０YR２／３ 黒褐色シルト
３ ７．５YR３／２ 黒褐色砂質土（礫を多量に含む）

石
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第１９図 ＳＸ６５（２）遺物出土状況
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第２０図 ＳＸ７０（１）遺構平・断面図

石

ＳＸ７０（ａ‐ａ’）
１ ２．５Y４／２ 暗灰黄砂まじりシルト（礫を多量に含む）

ＳＸ７０（ｂ‐ｂ’）
１ ２．５Y４／２ 暗灰黄砂まじりシルト（礫を多量に含む）

ＳＸ７０（ｃ‐ｃ’）
１ ２．５Y４／２ 暗灰黄砂まじりシルト（礫を多量に含む）
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第２２図 ＳＸ３４・３５遺構平・断面図、遺物出土状況

ＳＸ３４・３５
１ ７．５YR３／２ 黒褐色砂まじりシルト（礫をわずかに含む）
２ １０YR４／４ 褐色砂まじりシルト（礫を大量に含む）
３ １０YR２／２ 黒褐色シルト
４ １０YR４／３ にぶい黄褐色砂まじりシルト（礫を大量に含む）

石
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1
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a a′ 

a a′ 

a a′ 

a a′ 

a
71.15m

70.40m

71.40m 71.30m 72.40m 72.70m 72.30m

70.40m 71.10m 71.0m 71.90m

71.40m

72.30m

a′ 

a a′ 

a a′ 

a a′ 

a a′ a a′ a a′ a a′ a a′ 

a a′ a a′ a a′ a a′ a a′ 

a a′ 

a a′ a a′ a a′ a a′ 

a a′ a a′ a a′ a a′ 

a a′ 

SP44 SP48

SP1

SP42 SP43 SP58 SP59 SP60

SP13 SP32 SP33 SP36

2 2

1

2 2

0 1m

0 1m

ＳＰ１
１ ７．５YR２／２ 黒褐色粘土質
２ ７．５YR３／３ 暗褐色土（地山のブ

ロックが混じる）

ＳＰ４２
１ ７．５YR２／２ 黒褐色砂まじ

りシルト
２ ７．５YR３／４ 暗褐色砂質土

第２３図 ＳＰ２３・４４・４８ その他のＳＰ遺構平・断面図、ＳＰ２３・４４・４８遺物出土状況

ＳＰ２３
１ １０YR３／２ 黒褐色土（地山の黄色土をブロック状に含む）

ＳＰ４３
１ ５YR２／１ 黒褐色砂まじ

りシルト
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂質土

ＳＰ１３
１ ５YR３／１ 黒褐色土（やや砂質）
２ １０YR３／２ 黒褐色粘質土
３ ７．５YR３／２ 黒褐色土（砂質が強い）
４ １０YR４／３ にぶい黄褐色土

（地山のブロックを含む）

ＳＰ５８
１ ７．５YR３／１ 黒褐色砂まじりシルト
２ ７．５YR３／２ 黒褐色砂まじりシルト
３ ７．５YR３／３ 暗褐色砂質土

ＳＰ４４
１ ５YR２／２ 黒褐色シルト
２ ７．５YR３／４ 暗褐色砂質土（礫を多量に含む）

ＳＰ３２
１ ７．５YR３／３ 暗褐色シルト
２ １０YR３／３ 暗褐色シルト

（地山土が混じる）

ＳＰ５９
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト

（地山と１層土の混じり）

ＳＰ３３
１ ７．５YR３／２ 黒褐色シルト

石

ＳＰ４８
１ ５YR２／１ 黒褐色細砂質土
２ ５YR２／２ 黒褐色細砂質土（ブロック状に３が混じる）
３ ７．５YR２／１ 黒色粘質土（ブロック状に地山が混じる）

ＳＰ６０
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト

（地山と１層土の混じり）

ＳＰ３６
１ ７．５YR２／２ 黒褐色シルト

（炭を含む）
２ ７．５YR３／２ 黒褐色土

（地山土が混じる）
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a′ 

a′ 

a′ 

a

a

a′ aa′ aa′ a

a′ a

22 1
1

11
2

71.90m
a′ a

72.70ma′ a
72.60m

a′ a
72.40m

SP74SP67SP66SP61

SX71

a
72.50m

1m0

1

11

2

ＳＰ６１
１．７．５YR２／２ 黒褐色砂まじりシルト（７．５YR

３／２黒褐色砂質土と混じり）

第２４図 ＳＸ７１（１）遺構平面図、その他のＳＰ遺構平・断面図

ＳＰ６６
１．１０YR２／２ 黒褐色砂まじりシルト

石

ＳＰ６７
１．７．５YR３／２ 黒褐色砂まじりシルト
２．７．５YR２／２ 黒褐色砂まじりシルト

ＳＸ７１
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト
２ ７．５YR２／２ 黒褐色砂まじりシルト

ＳＰ７４
１．７．５YR２／２ 黒褐色シルト（炭を含む）
２．７．５YR３／２ 黒褐色土（地山土が混じる）
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a′ 

a

第２５図 ＳＸ７１（２）遺物出土状況
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RP349

RP432RP432

RP342RP342

RP432

RP460

RP344RP344RP344RP342

第２６図 東捨場断面図、遺物出土状況

石

東捨場
（ａ‐ａ’）
１ ７．５YR２／１ 黒色砂まじりシルト
２ ７．５YR３／２ 黒褐色細砂質土
３ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト
４ ７．５YR２／２ 黒褐色砂まじりシルト
５ ７．５YR３／４ 暗褐色砂質土（礫を多量に含む）

（ｂ‐ｂ’）
１ ７．５YR３／２ 黒褐色砂まじりシルト
２ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト
３ ７．５YR２／２ 黒褐色砂まじりシルト
４ ７．５YR３／２ 黒褐色粘質土
５ １０YR３／３ 暗褐色粘質土
６ １０YR４／３ にぶい黄褐色粘質土
７ ７．５YR３／４ 暗褐色粘質土（礫を含む）
８ １０YR３／４ 暗褐色粘質土（礫を含む）
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0 2m

187

186

RP468

RP142

191

190

189

188

c

c 72.00m
c′ 
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RQ14
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184

RP364
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西捨場 
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185

西捨場 
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1

2
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3

第２７図 西捨場断面図、遺物出土状況

（ｃ‐ｃ’）
１ ７．５YR３／３ 暗褐色砂まじりシルト（表土）
２ ７．５YR３／２ 黒褐色砂まじりシルト
３ ７．５YR３／１ 黒褐色砂質土（礫を多量に含む）
４ ７．５YR３／１ 黒褐色砂質土
５ ７．５YR２／２ 黒褐色粘質土（砂まじり）
６ ７．５YR２／２ 黒褐色粘質土
７ ７．５YR２／１ 黒色荒砂（礫（大）を多量に含む）

石
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ＳＫ４０遺構

ＳＫ４５遺構

ＳＫ５２遺構

ＳＫ５７遺構

ＳＸ３４遺構

ＳＸ４６遺構

Ⅶ 出土した遺物

小平４遺跡から出土した遺物について、次に述べることとする。遺物は各遺構毎に集約し提

示している。遺物は、縄文土器・石器・須恵器・近世の陶磁器・古銭が出土している。

このうち、石器の石材ははぼ珪質頁岩である。珪質頁岩は遺跡周辺の礫層内に存在している。

付近の河原でも見受けることができるが小さい。

なお、遺物については挿図中の番号を、写真図版にも記してある。あわせて参考にしていた

だきたい。

１ 土壙からの出土遺物

ＳＫ４０遺構（第２８・２９図）

調査区の中央に位置する、Ｕ－８６・Ｕ－８７グリッドで検出された。出土遺物としては、縄文

土器と石器がある。縄文土器は平行沈線間を垂直にＳ字の沈線で結ぶもの（２）、縄文と意匠

を持つ無文帯を組み合わせて文様を構成するもの（１～３、９、１０、１５）、集合沈線で文様を

構成するもの（１６）、縄文のみが施文されるもの（５～８）などがある。底部は平坦なもの（１３）、

網代底（１２）がある。石器は凹み石（１４）がある。縄文土器の文様からすれば、縄文時代後期

中頃の遺物であると考えられる。

ＳＫ４５遺構（第３０図）

調査区の中央に位置する、Ｔ－８６、Ｔ－８７グリッドで検出された。出土遺物としては、縄文

土器がある。縄文を地文としながら屈曲した沈線で文様を描くもの（１７）、単位の短い羽状縄

文を多段に施文するもの（１８～２０）などがある。１７は恐らく小型の鉢形をなす土器であり、縄

文時代中期中頃の年代観を持つ。１８～２０は同一固体であり、縄文時代後期中葉の遺物であろう

と考えられる。

ＳＫ５２遺構（第３０図）

調査区の中央部置北寄りに位置する、Ｔ－８４グリッドで検出された。出土遺物としては縄文

土器の口縁部破片（２３）がある。おそらく縄文時代後期中頃の遺物であろうと考えられる。

ＳＫ５７遺構（第３０図）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８３グリッドで検出された。出土遺物としては縄文土器破片

（２４）がある。おそらく縄文時代後期中頃の遺物であろうと考えられる。

２ 性格不明遺構からの出土遺物

ＳＸ３４遺構（第３９図）

調査区の中央部に位置する、Ｔ－８８、Ｕ－８７、Ｕ－８８グリッドで検出された。出土遺物とし

ては縄文土器（１３０～１３２）がある。おそらく縄文時代後期中頃の遺物であろうと考えられる。

ＳＸ４６遺構（第３０図）

調査区の中央部に位置する、Ｕ－８５グリッドで検出された。出土遺物としては縄文土器底部

Ⅶ 出土した遺物
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（２１）と磨石（２２）がある。おそらく縄文時代後期中頃の遺物であろうと考えられる。

ＳＸ５０遺構（第３０～３４図）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８３、Ｓ－８４、Ｔ－８３、Ｔ－８４、Ｕ－８３、Ｕ－８４グリッドで検

出された。遺物の出土は遺構全体におよんでいる。出土遺物としては縄文土器と石器があり多

量であった。

土器は、縄文を地文としながら口縁部に立体的な装飾を持つもの（２５）、縄文を地文としな

がら、平行沈線間をおそらく垂直にＳ字の沈線で結ぶもの（３０）、縦位の沈線による文様を持

つもの（３１～３３）、地文に縄文を持ちながら無文帯を持つもの（４０、４１）、縄文のみが施文され

ているもの（２６～２９、３４～３８、４２、４３、４５）がある。縄文を地文としながら口縁部に立体的な

装飾を持つものの底部は（４３）、平行沈線間をおそらく垂直にＳ字の沈線で結ぶものの底部、（４４）、

地文に縄文を持ちながら無文帯を持つものの底部は（４２、４５）であると考えられる。

石器は定型的石器は見当たらないものの、２次加工のある剥片（４６～５４）、石核（５５、５６）、

敲石（５７）、磨石（５８～６１）、石皿（６２～６４）がある。

出土土器は、縄文時代中期中葉のもの（２５、４３）、縄文時代後期中葉のもの（３０）などが出

土している。地文を縄文だけで構成するものはこの何れかの時代に含まれるものであろう。石

器もまたこれらの年代に製作されたものであろうと思われる。大型の土器破片に注目すれば、

この遺構は縄文時代中期に営まれたものであろうと考えられる。

ＳＸ６５遺構（第３５～３８図）

調査区の中央部北寄りに位置する、Ｓ－８５、Ｓ－８６、Ｔ－８５、Ｔ－８６グリッドで検出された。

出土遺物は多量であった。出土遺物としては縄文土器と石器がある。

土器は縄文を地文としながら幅広の無文帯により屈曲した文様を描くもの（９８～１０５）が主

体を占める。この外には、縄文のみによって施文されるもの（１０６）、土器は縄文を地文としな

がら幅広の無文帯により屈曲した文様を描くもので、口縁部付近が羽状縄文で施文されるもの

（１０７）、口縁部付近が羽状縄文で施文され、口端に連続した刻みをもつもの（１０９）、無文帯を

広く底部付近にとるもの（１０８）、縄文を地文としながら幅広の無文帯により文様を描くもの

（１１０）などがある。土器底部としては網代底（１１２、１１３）がある。（１１４）は底部付近である

が全体の文様構成は今一つはっきりしない。いづれの土器も、縄文時代後期前半から中頃にか

けて作製されたものであると考えられる。

石器は２次加工のある剥片（１１５）、石核（１１６）、石皿（１１７）がある。この遺構は縄文時代

後期中頃に営まれたものであろうと考えられる。

ＳＸ７０遺構（第３９図）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８１、Ｓ－８２、Ｔ－８１、Ｔ－８２グリッドで検出された。出土遺

物としては縄文土器と石器がある。

出土土器は、外反する肥大した口縁部に縄文の圧痕を持つもの（１１８）、地文は無文であり口

縁部直下にに沈線を持つもの（１２０）、縄文を地文としながら幅広の無文帯により屈曲した文様

を描くもの（１２２）、縄文のみによって施文されるもの（１１９、１２１～１２５、１２８、１２９）がある。

一部には無文の小型土器（１２６）もある。底部破片が一点図示されている（１２７）が、縄文のみ

によって施文されるものと同じ時代に作製されたものであろうと考えられる。

ＳＸ５０遺構

ＳＸ６５遺構

ＳＸ７０遺構
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ＳＸ７１遺構

ＳＰ２３遺構

ＳＰ４４遺構

ＳＰ４８遺構

ＳＰ５８遺構

ＳＰ６０遺構

東 捨 場

外反する肥大した口縁部に縄文の圧痕を持つ土器は、縄文時代前期末に作製されたものであ

ろう。小平４遺跡では、もっとも古い土器群である。この他の土器群は縄文時代後期中頃に作

製されたものであろうと考えられる。

ＳＸ７１遺構（第３９図）

調査区の北端部付近に位置する、Ｔ－８１グリッドで検出された。出土遺物としては、縄文土

器と須恵器がある。出土土器は、縄文のみによって施文されるもの（１３５～１３６）と須恵器坏

（１３３、１３４）がある。須恵器は赤褐色に焼成されいわゆるあか焼き土器となろう。縄文土器は

おそらく同一個体であると考えられ、遺構自体の年代はこの時代になると考えられる。須恵器

は混入であると考えられる。

３ 柱穴からの出土遺物

ＳＰ２３遺構（第３９図）

調査区の中央部南寄りに位置する、Ｖ－８９グリッドで検出された。遺物は、東壁面から須恵

器の長頸瓶の破片（１３８）が１点出土している。この遺構は平安時代以降に営まれたものであ

る可能性が高いと思われる。

ＳＰ４４遺構（第３９図）

調査区の中央部に位置する、Ｔ－８６、Ｕ－８６グリッドで検出された。遺物としては、遺構の

壁面から石器の剥片が１点出土しているが、ここでは図示できなかった。

ＳＰ４８遺構（第３９図）

調査区の北部に位置する、Ｕ－８３、Ｕ－８４グリッドで検出された。遺物としては、縄文土器

片１点と、石器の剥片が２点出土している。縄文土器は縄文を地文としながら、平行沈線間を

おそらく沈線で結ぶものであろう（１３９）。この土器は縄文時代後期中頃に作製されたものであ

ろうと考えられる。

ＳＰ５８遺構（第３９図）

調査区の北部に位置する、Ｓ－８３グリッドで検出された。遺物としては、石器で２次加工の

ある剥片（１４１）が１点出土している。詳細な時期は不明である

ＳＰ６０遺構（第３９図）

調査区の北部に位置する、Ｔ－８３グリッドで検出された。遺物は２次加工のある剥片（１４０）

が１点出土している。詳細な時期は不明である。

４ 捨場からの出土遺物

小規模に形成された捨て場遺構であるが、ここから出土したのは土器と石器のみであり、こ

の他に廃棄されたであろう有機質遺物は出土しなかった。また、この遺構は本来は一つの遺構

であるため、東捨て場・西捨て場という細別は必要ないのであるが、遺物を取り上げる際に便

宜的に細分した。ここでは、この細分に準拠して詳細を述べる。

東捨場（第３９～４３図）

調査区の北端部東側に位置する、Ｓ－８０、Ｓ－８１、Ｔ－８０、Ｔ－８１グリッドで検出された。

出土遺物としては、縄文土器と須恵器、石器がある。

Ⅶ 出土した遺物
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出土土器は、縄文のみによって施文されるもの（１４２～１４４、１５４～１７０、１７７）、縄文を地文と

しながら、平行沈線間をおそらく沈線で結ぶものであろうもの（１４５～１５０、１７６）、縄文を地文

としながら幅広の無文帯により屈曲した文様を描くもの（１５１～１５３）がある。縄文土器の底部

破片が４点図示されている（１７０～１７３）。１７１、１７２、１７４は底部無文となるが、１７３は平行した

葉脈を持つ植物の葉の圧痕が認められ、おそらく笹の葉を使用したものと考えられる。

須恵器は口縁部破片が一点出土している（１７５）。須恵器は赤褐色に焼成されいわゆるあか焼

き土器となろう。

この遺構からは完形に復原できる土器が出土している（１７６・１７７）。１７６は頸部で屈曲を持つ

土器であり、数段に亙って平行沈線で区画された細い縄文帯が見られる。口縁部は大きく波状

を形成し、３単位となる。１７７は、単純な深鉢形をなし縄文のみが施文されている。口縁部は

失われているものの、単純な平縁になるものと思われる。

石器は、２次加工のある剥片（１７８～１８２）、磨石（１８３）がある。

完形に近い土器の年代観からすれば、この遺構は縄文時代後期中頃に営まれたものであろう

と考えられる。

西捨場（第４３・４４図）

調査区の北端部西側に位置する、Ｑ－８１、Ｒ－８１、Ｒ－８２、Ｓ－８１グリッドで検出された。

出土遺物としては縄文土器と石器、須恵器がある。

出土土器としては、縄文のみが施文されているもの（１８４）、縄文を地文としながら屈曲した

沈線で文様を描くもの（１８４、１８６）、須恵器坏（１８７）がある。須恵器は底部切り離しが糸切り

とであり、赤褐色に焼成されいわゆるあか焼き土器となろう。

出土石器は、石匙（１８８）、２次加工のある剥片（１８９～１９１）が出土している。このうち石匙

には、つまみの部分にアスファルトが付着しており、使用の際に接着剤として使用されていた

ものの痕跡であろうと考えられる。

縄文土器はおそらく同一個体であると考えられ、縄文時代中期中頃のものであろう、須恵器

も出土しているが、隣の遺構である東捨て場からは須恵器の出土はないことを考えれば、遺構

自体の年代は縄文時代中期になると考えられる。となりの東捨て場とはやや時期差をもって利

用されたことになろう。須恵器は混入であると考えられる。

５ 遺構外からの出土遺物（第４４・４５図）

ここでは、遺構以外から出土した遺物について述べる。なお、調査区の表土掘削あるいは、

遺構の面整理で出土した遺物は包含層の出土遺物としてまとめている。出土遺物としては、土

器と石器がある。

出土土器としては、縄文を地文としながら屈曲した沈線で文様を描くもので大ぶりな屈曲し

た無文帯を持つもの（１９４）、平行沈線の間に連続したきざみを持つもの（１９２）、無文のもの（１９３）、

平行あるいは斜めの浅くて太い沈線を使用して文様を描くもの（１９７）、縄文のみが施文されて

いるもの（１９５、１９６、１９８～２０２）がある。このうち、１９４ついては想定復原で図示したが、や

や内湾する小型の浅鉢である。底部外面は平坦であり良く磨かれている。

時代的新しくなる遺物としては、須恵器坏（２０３）がある。須恵器は赤褐色に焼成されいわゆ

西 捨 場

遺 構 以 外

Ⅶ 出土した遺物
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第２８図 ＳＫ４０（１）遺構出土遺物
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第２９図 ＳＫ４０（２）遺構出土遺物
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第３２図 ＳＸ５０（３）遺構出土遺物
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第３３図 ＳＸ５０（４）遺構出土遺物
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第４５図 遺構外（２），包含層（２１０～２２３）（１）出土遺物
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包 含 層 の
出 土 遺 物

底 部 圧 痕

るあか焼き土器となろう。

石器は石篦（２０４）、磨き石（２０７～２０９）がある。これらを除いては定型的石器は見当たらな

いものの、２次加工のある剥片（２０５、２０６）がある。石篦は大型のものである。使用痕を観察

したが、明瞭なものを見いだすことは出来なかった。磨き石は、土器内面などを調整するため

に使用されたものと思われる。

出土土器は縄文時代後期中葉のもの（１９２、１９４）などが出土している。地文を縄文だけで構

成するものはこの何れかの時代に含まれるものであろう。石器もまたこれらの年代に製作され

たものであろうと思われる。

須恵器坏（１３３、１３４）がある。須恵器は赤褐色に焼成されいわゆるあか焼き土器となろう。

６ 包含層からの出土遺物（第４５～４９図）

ここでは、調査区の表土掘削あるいは、遺構の面整理で出土した遺物を包含層の出土遺物と

してまとめている。出土遺物としては、土器と石器がある。

出土土器としては、縄文を地文としながら粘土紐の貼り付けを行い、さらには屈曲した沈線

で文様を描くもの（２１０、２１１）、縄文を地文としながら屈曲した沈線で文様を描くもの（２１２～

２１６、２８３、２８４）、このうち２１０は縄文を地文としながら口縁部に立体的な装飾を持つものであ

る。おそらくキャリパー型の深鉢となるものであろう。

縄文を地文としながら大ぶりな屈曲した無文帯で文様を構成するもの（２２２～２２９、２３１）、ま

た（２３０、２３２、２３７～２４０）は、破片であるためはっきりしないが、この一群であろうと思われる。

このほかには、縄文を地文としながら、平行沈線間をおそらく垂直にＳ字の沈線で結ぶもの

（２３５、２３６）、平行沈線間を斜めの集合沈線によって切り、格子状の文様を構成するもの（２３３、

２３４）、無文のもの（２４３～２５１）、この中には沈線を持つものもある（２４３、２４４、２４６、２４７、２５０）、

縄文のみが施文されているもの（２５２～２７６、２７７、２７９）がある。底部破片（２８０～２８２）は、３

点図示することが出来たが、このうち２８２は網代底であり、２８１は笹底である。

石器は定形石器としては石匙（２８９～２９１）がある。このうち２９１はつまみ状のくびれが作出

されているため石匙とみたが、使用痕を観察したところ、明確な使用痕は認められなかったた

め、未製品の可能性がある。これ以外に２次加工のある剥片（２９２～２９９）、石核（３０１～３０４）、

敲石（３０５）、磨石（３０６）、古銭（３０７）がある。

出土土器は、縄文時代中期中葉のもの（２８３、２８４）、縄文時代後期中葉のもの（２３３、２３６）

などが出土している。地文を縄文だけで構成するものはこの何れかの時代に含まれるものであ

ろう。石器もまたこれらの年代に製作されたものであろうと思われる。

古銭は近世の「寛永通寳」であるが、この時期の遺構は明確ではないことからすれば、混入

の可能性が高い。

７ 土器の底部圧痕について（第５０図）

特徴的な底部圧痕について述べてゆきたい。土器には製作の際に底部に敷いた編み物や、植

物の葉などが、圧痕として残ることがある。今回特徴的な圧痕として第５０図の６点を掲載した。

これらは、その特徴から、編み物の圧痕（１１３、２８２、２８８、１１２）と植物の葉の圧痕（２３７、
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113 282
288

（S=1：1） 

173
237

112

第５０図 縄文土器底部圧痕

１７３）の二つに分けることができる。編み物の圧痕は幅広のもの（１２２）と、幅が狭いもの（１１３、

２８２、２８８）との二つにさらに分けることができる。

１１３、２８２、２８８は、右上から左下に向って斜めに網目が並ぶ。これは緯（ヨコ）１本越え２

本潜り左１本送り、経（タテ）１本潜り、２本越え左１本送りの編み方によって作製されてい

るものと思われる。１２２は緯（ヨコ）２本越え２本潜り左１本送り、経（タテ）２本潜り、２

本越え左１本送りの編み方によって作製されているものと思われる。

植物の葉の圧痕は、平行する葉脈が見え、笹の葉の圧痕である可能性が高い。これらは、縄

文時代後期中頃の遺物である可能性が高く、時期的な底部圧痕の傾向性を示しているものと考

えられよう。

８ 石器の使用痕について（第５１・５２図）

石器の使用痕について観察した。使用痕が認められた石器は４点であった（２８９、４６、１８８、

２９０）。使用痕はそれぞれ同一箇所について１００倍（１００×）と２００倍（２００×）で画像を提示して

ある。なお△によって、画像の撮影方向を明示している。

石器の内容は石匙が３点（２８９、１８８、２９０）、２次加工ある剥片が１点（４６）である。

２８９は横型の石匙である。つまみ部分に直交する刃部の先端に使用痕を認めることができた。

使用痕は４枚の画像で示している。線条痕が観察できたが、その方向は不明瞭であった。こ

うした痕跡は骨角器のような強い光沢の出る作業ではなく、動物の解体作業など軽度の使用に

よって生じた、分布範囲のせまい使用痕の事例であると考えられる。具体的作業としては、骨

などの切断作業や、鋸引きの作業が考えられる。

４６は２次加工のある剥片である。先端近くの稜上に摩滅痕を認めることができた。使用痕と

考えられたものは、２枚の画像で示している。５では、稜上の摩滅が見えたが成因としては不

明と見る。こうした痕跡はあるものの、石器全体としては、使用された痕跡は明瞭には確認で

きなかった。

石器の使用痕

Ⅶ 出土した遺物
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1　平行の線状痕 

2　平行の線状痕 

3　摩滅（200×） 

4　摩滅（100×） 

3

4

5　摩滅（100×） 
6　摩滅（200×） 

5

6

1

2

第５１図 石器使用痕（１）
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7　摩滅（100×） 

9　摩滅（200×） 

10　摩滅（100×） 

11　摩滅（200×） 

12　摩滅（100×） 

13　線状痕と摩滅（100×） 

14　線状痕と摩滅（200×） 

8　摩滅（200×） 

109 1211 1413

第５２図 石器使用痕（２）
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アスファルト

下 地 層

透 明 漆

縄 文 時 代
前 期 遺 跡
小 山 崎 遺 跡
吹 浦 遺 跡

１８８は横型の石匙である。つまみ部分の稜上に使用痕を認めることができた。使用痕は２枚

の画像で示している。７・８の画像で見るように、稜上には摩滅痕が観察できたが、その痕跡は

弱い。また、つまみ部分に直交する刃部についても使用痕を観察したが、明瞭な使用痕を認め

ることはできなかった。付け加えれば、つまみ部分に黒色の付着物があった。これは理科学分

析の結果から、アスファルトであると考えられる。アスファルトの遺存はつまみ部分に限られ、

着柄の痕跡であると考えられる。こうしたことは、この石器は使用痕分析では明確に使用され

たかどうかは不明であったが、すくなくとも完成品であり、着柄されていたことを示している。

２９０は縦型の石匙である。つまみ部分に直交する刃部の先端に使用痕を認めることができた。

使用痕は６枚の画像で示している。直交から斜行する線条痕と摩滅痕が、主として腹面の主

要剥離面に観察することができた。こうした痕跡は、乾燥した皮をなめす作業で表われる。観

察の様相からすれば、主要剥離面側が皮に接する形で作業が行われたことが想定できる。

出土した縄文土器について、土器の付着物を分析した。その結果は巻末の理科学分析の付編

に掲載した。その内容は「付着物がいずれも微粒の黒色物質であることから、炭化「材」とは

言えないが、植物あるいは動物に由来する炭化物である可能性は高い。おそらく、土器の使用

に伴う「スス」や「コゲ」の類いであると考えられる。（付編４頁、１０・１１頁）」という。また

アスファルトの付着のある可能性のある資料も指摘された（付編４頁、１０・１１頁）。このうち

漆付着の可能性が高い土器（付編１５頁）については、「（資料の）断面観察の結果から２層に分

けられる。土器胎土表面直上に塗布された薄い黒色層は、下地層の可能性がある。（中略）下

地層を構成する黒色粒子として考えられる物質の中では、油煙類がもっとも可能性が高い。（中

略）黒色層の上に塗布されている茶褐色～黄褐色の塗布層は、透明漆の塗布層によく似ている。

黒色の下地層の上に透明漆を塗布する技法は、木製品ではよく見られる技法である。この場合、

透明漆を通して下地の黒色をみせることで、肉眼では光沢のある黒色を呈していたことが推定

される（付編１４頁）」という。

こうした結果からすれば、この遺跡では動物の解体や、皮なめし作業、アスファルトや漆の

利用などが行われていたことがわかる。さらには、石皿の存在などからすれば、定住性が高かっ

たものと思われる。遺跡は今回の調査区からさらに東側に広がり、そこには住居跡などが営ま

れている可能性が高いものと考えられる。

Ⅷ まとめ

�小平４遺跡の周辺

山形県内の主要遺跡について表したのが第５３図である。庄内地方では平野部の周辺の台地上

に遺跡が営まれていることがわかる。こうした傾向性は第３・４図にもよくあらわれている。

小平４遺跡の営まれた時代は縄文時代前期・中期・後期である。この時代について周辺の主要

遺跡の出土遺物について、小平４遺跡との比較をしたのが表１である。

周辺の縄文時代前期遺跡としては、小山崎遺跡（遊佐町）、吹浦遺跡（遊佐町）、早坂台遺跡

（立川町）などがある。このうち、吹浦遺跡と小山崎遺跡は、小平４遺跡ともっとも近くかつ

Ⅷ まとめ
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凡例凡例 

☆ 

三崎山三崎山A遺跡遺跡 
小山崎遺跡小山崎遺跡 
吹浦遺跡吹浦遺跡 
金俣金俣B遺跡遺跡 

神矢田遺跡神矢田遺跡 
八森遺跡八森遺跡 
生石生石2遺跡遺跡 
高畑遺跡高畑遺跡 

玉ノ木平玉ノ木平B遺跡遺跡 
庚申町遺跡庚申町遺跡 
玉ノ木平玉ノ木平A遺跡遺跡 
今宿遺跡今宿遺跡 

落合遺跡落合遺跡 

げんだい遺跡げんだい遺跡 
宮の下遺跡宮の下遺跡 
水木田遺跡水木田遺跡 
水上遺跡水上遺跡 

かっぱ遺跡かっぱ遺跡 

西ノ前遺跡西ノ前遺跡 
大畑山遺跡大畑山遺跡 

漆坊遺跡漆坊遺跡 

原の内原の内A遺跡遺跡 
赤石遺跡赤石遺跡 
いるかい遺跡いるかい遺跡 
古道遺跡古道遺跡 
西海淵遺跡西海淵遺跡 
川口遺跡川口遺跡 

宮の前遺跡宮の前遺跡 
作野遺跡作野遺跡 
小林遺跡小林遺跡 
蟹沢遺跡蟹沢遺跡 
花ノ木遺跡花ノ木遺跡 
渡戸遺跡渡戸遺跡 

地蔵池地蔵池A遺跡遺跡 
矢口遺跡矢口遺跡 
上荒谷遺跡上荒谷遺跡 
砂子田遺跡砂子田遺跡 
北柳遺跡北柳遺跡 

にひゃく寺遺跡にひゃく寺遺跡 
熊ノ前遺跡熊ノ前遺跡 
山形西高遺跡山形西高遺跡 
坂ノ上遺跡坂ノ上遺跡 
泥部遺跡泥部遺跡 

押出遺跡押出遺跡 
石ヶ森遺跡石ヶ森遺跡 
金谷金谷B遺跡遺跡 
上平柳遺跡上平柳遺跡 
清水北清水北C遺跡遺跡 

笊籬笊籬C遺跡遺跡 
杢代遺跡杢代遺跡 
二夕俣二夕俣A遺跡遺跡 
松原遺跡松原遺跡 
台ノ上遺跡台ノ上遺跡 
左沢遺跡左沢遺跡 

火箱岩洞窟火箱岩洞窟 
一の沢洞窟一の沢洞窟 
尼子岩陰尼子岩陰 
神立洞窟神立洞窟 
日向洞窟日向洞窟 

ムジナ岩岩陰ムジナ岩岩陰 
大立洞窟大立洞窟 

釜淵釜淵C遺跡遺跡 
津谷遺跡津谷遺跡 
中川原中川原C遺跡遺跡 
宮内遺跡宮内遺跡 

弓張平弓張平B遺跡遺跡 
弓張平弓張平A遺跡遺跡 
山居遺跡山居遺跡 
的場遺跡的場遺跡 

石田遺跡石田遺跡 
橋上遺跡橋上遺跡 

高瀬山遺跡高瀬山遺跡（後期後期） 
高瀬山遺跡高瀬山遺跡（前期前期） 

石田遺跡石田遺跡 

八ツ目久保遺跡八ツ目久保遺跡 
岡ノ台遺跡岡ノ台遺跡 

長者屋敷遺跡長者屋敷遺跡 
須刈田大野平遺跡須刈田大野平遺跡 

谷地遺跡谷地遺跡 
墓窪遺跡墓窪遺跡 
朝篠遺跡朝篠遺跡 

数馬遺跡数馬遺跡 
町下遺跡町下遺跡 
千松寺遺跡千松寺遺跡 

窪平遺跡窪平遺跡 
矢子大日向矢子大日向C遺跡遺跡 
一ノ坂遺跡一ノ坂遺跡 

千野遺跡千野遺跡 
市野々向原遺跡市野々向原遺跡 

玉川遺跡玉川遺跡 
岡山遺跡岡山遺跡 
野新田遺跡野新田遺跡 
砂川砂川A遺跡遺跡 

凡例 
草創期 
早　期 
前　期 
中　期 
後　期 
晩　期 

小平4遺跡 

☆ 

20km0

三崎山A遺跡 
小山崎遺跡 
吹浦遺跡 
金俣B遺跡 

神矢田遺跡 
八森遺跡 
生石2遺跡 
高畑遺跡 

玉ノ木平B遺跡 
庚申町遺跡 
玉ノ木平A遺跡 
今宿遺跡 

落合遺跡 

げんだい遺跡 
宮の下遺跡 
水木田遺跡 
水上遺跡 

かっぱ遺跡 

西ノ前遺跡 
大畑山遺跡 

漆坊遺跡 

原の内A遺跡 
赤石遺跡 
いるかい遺跡 
古道遺跡 
西海淵遺跡 
川口遺跡 

宮の前遺跡 
作野遺跡 
小林遺跡 
蟹沢遺跡 
花ノ木遺跡 
渡戸遺跡 

地蔵池A遺跡 
矢口遺跡 
上荒谷遺跡 
砂子田遺跡 
北柳遺跡 

にひゃく寺遺跡 
熊ノ前遺跡 
山形西高遺跡 
坂ノ上遺跡 
泥部遺跡 

押出遺跡 
石ヶ森遺跡 
金谷B遺跡 
上平柳遺跡 
清水北C遺跡 

笊籬C遺跡 
杢代遺跡 
二夕俣A遺跡 
松原遺跡 
台ノ上遺跡 
左沢遺跡 

火箱岩洞窟 
一の沢洞窟 
尼子岩陰 
神立洞窟 
日向洞窟 

ムジナ岩岩陰 
大立洞窟 

釜淵C遺跡 
津谷遺跡 
中川原C遺跡 
宮内遺跡 

弓張平B遺跡 
弓張平A遺跡 
山居遺跡 
的場遺跡 

石田遺跡 
橋上遺跡 

高瀬山遺跡（後期） 
高瀬山遺跡（前期） 

石田遺跡 

八ツ目久保遺跡 
岡ノ台遺跡 

長者屋敷遺跡 
須刈田大野平遺跡 

谷地遺跡 
墓窪遺跡 
朝篠遺跡 

数馬遺跡 
町下遺跡 

千松寺遺跡 
窪平遺跡 

矢子大日向C遺跡 
一ノ坂遺跡 

千野遺跡 
市野々向原遺跡 

玉川遺跡 
岡山遺跡 
野新田遺跡 
砂川A遺跡 

出土遺物の時期も近似している。しかしながら、小平４遺跡から出土した遺物は少なく、遺跡

の中心的な時期ではないものと考えられる。

縄文時代中期遺跡としては、山谷新田遺跡（平田町）、蕨台遺跡（八幡町）などがある、や

や離れるが、重要な同時代遺跡としては、岡山遺跡（鶴岡市）、西向遺跡（鶴岡市）、野新田遺

跡（朝日村）、砂川Ａ遺跡（朝日村）がある。このうち山谷新田遺跡、西向遺跡は北陸地方に

分布の中心を持つ土器群を出土している。土偶もやはり北陸地方に中心をもつ一群として理解

される。こうした遺物が庄内地方の縄文時代中期の遺跡としては、もっとも早い一群であろう。

次に時期に位置するのが野新田遺跡や岡山遺跡であろう。これらの遺跡と小平４遺跡の土器は

ほぼ文様が共通している。小平４遺跡ではこの時期の遺物は多く、繁栄を見せていたことが想

像される。

同じく縄文時代後期遺跡としては、小山崎遺跡（遊佐町）、砂川Ａ遺跡（朝日村）、神矢田遺

跡（遊佐町）、八森遺跡（八幡町）、高畑遺跡（平田町）、谷定遺跡（鶴岡市）がある。このう

ち小山崎遺跡、神矢田遺跡は小平４遺跡から近い。このうち小山崎遺跡からは、表１に表した

ようにほぼ同時期の土器が出土し

ている。

小平４遺跡の周辺である日向川

周辺では縄文時代後期には集中し

て遺跡が営まれるが、縄文時代晩

期になると遺跡の集中は消滅する。

この時期には羽黒町の玉川遺跡周

辺に濃密な遺跡の集中域が形成さ

れることからすれば、こうした地

域に移動した可能性がある。

ここ小平４遺跡でも縄文時代晩

期には遺物がみられなくなること

からすれば、日向川あるいは荒瀬

川流域を居住領域としていた集団

が小平４遺跡を利用していたので

あろうと考えることができよう。

�アスファルトの利用と交易

小平４遺跡で検出された石匙に

は、つまみの部分にアスファルト

が固着していた。このように石器

を固定する接着剤として漆やアス

ファルトが使用されるのであった。

漆は周囲の山野で採集できるがア

スファルトの産出地は山形県八幡

町の湯野台という鳥海山南麓の地

縄 文 時 代
中 期 遺 跡
山谷新田遺跡
蕨 台 遺 跡

縄 文 時 代
後 期 遺 跡
小 山 崎 遺 跡
神 矢 田 遺 跡

Ⅷ まとめ

第５３図 山形県内の縄文時代主要遺跡分布図
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アスファルト
の 利 用

点である（第３図）。小平４遺跡の北々東に位置する。ここでは現在もアスファルトが湧出し

ている。ここで採集されたアスファルトは、土器などの小さな容器に入れられ供給されていた

と考えられる。小平４遺跡のもっとも栄えた時代である、縄文時代後期中頃にはアスファルト

の利用が盛んになる。

これと同じように特定の産地から各地に供給されていたものに翡翠で作製された垂飾品があ

る。翡翠の産地は日本全国に何カ所かあるが、圧倒的に新潟県糸魚川にある姫川の流域で産出

したものが多い。羽黒町のにある縄文時代晩期の玉川遺跡では、墓と考えられる土坑から翡翠

製の玉類などが出土した。庄内地方にもこのほか何カ所かの翡翠で作製された垂飾品が出土す

る遺跡がある。おそらくこの翡翠は新潟県糸魚川からもたらされたものであろう。また、山形

県村山市宮の前遺跡の黒曜石は月山で産出したものではなく、遠く伊豆半島や長野県からもた

らされていた。このように縄文時代には非常に広い交易が行われていた。

もっと広範な交流もある。遊佐町の三崎山遺跡から出土した青銅の刀子は中国大陸の沿海州

地域で使用されたものであった。これが縄文時代の庄内地方に日本海を横断してもたらされて

いる。この交易ルートは柏倉亮吉氏によれば平安時代に渤海国の施設が来邦したルートでも

あった。日本に来訪した渤海国の使節は庄内浜に漂着した記録が残されている。これは日本海

を直接横断する海の道があったことを示している。縄文時代の晩期にしばしば発見される石刀

という石製品がある。これは三崎山遺跡で出土したのと同様な青銅製品の刀子をまねてつくっ

た模倣品であるという説もある。金属加工技術をもたないため青銅製品を作製することの出来

なかった縄文時代の人々は、青銅製品を石で模倣したものだというのである。内側に反るつく

りやその大きさに至るまで比べてみると非常によく似ている。いずれにしても、生活に必要な

ものも含めて、縄文時代の交易はこのように盛んに行われていた。

小平４遺跡もこうした交易によってその生活を成り立たせていたものであろうことは、想像

に難くない。

�小平４遺跡の生活

小平４遺跡に生活していた人々は、いかにして食料を手に入れたのであろうか。縄文時代に

は農耕は余り行われていなかったらしい。今のわれわれの社会が食糧の入手を農耕に依存して

いるのと明らかに違っている。小平４遺跡の営まれた縄文時代においては、動物の狩猟や植物

の採集が、食料を得る重要な手段であった。

山形県高畠町にある洞窟遺跡からは縄文時代草創期の様々な遺物が発見され、出土遺物中に

は当時の人々が食べたとおもわれる動物の骨があった。その内容は、キジ・ヤマドリ・カモ・

マガン・ニホンジカ・カモシカ・イノシシ・アナグマ・テン・タヌキ・ツキノワグマ・キツ

ネ・タヌキ・ノウサギ、など鳥類や哺乳類の多様な姿があった。大形獣はカモシカ・クマ・イ

ノシシなどがあり、中小獣類はアナグマ・タヌキ・ノウサギなどがみられる。いずれも、周囲

の土地で捕獲したものである。当時の狩猟の様子をかいま見ることができる。

このほかの縄文時代人の食料としては、トチやドングリなどの堅果類の採集も見逃せない。

トチの実は庄内地方の名産でトチの実餅などが現在も販売されている。やや茶色がかった色合

いと独特の風味があり親しまれている。縄文時代はこれら堅い木の実であるドングリ・トチ・

クリ・クルミ・ハシバミなどが常食であった。またこのほかに重要なのはサケ・マスなどの季

Ⅷ まとめ
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表１ 小平４遺跡と庄内の遺跡

時 期 小 平 ４ 遺 跡 庄 内 地 方 の 主 要 縄 文 時 代 遺 跡 山形県内主要縄文時代遺跡

早 期
１００００年～

６０００年前

�大淵台遺跡（温海町） �赤石遺跡（村山市）

前 期

６０００年～

５０００年前

�小山崎遺跡（遊佐町）

�吹浦遺跡（遊佐町）

�早坂台遺跡（立川町）

�庚申町遺跡（大石田町）

�上荒谷遺跡（天童市）

�押出遺跡（高畠町）

中 期

５０００年～

４０００年前

�岡山遺跡（鶴岡市）

�山谷新田遺跡（平田町）

�西向遺跡（鶴岡市）

�野新田遺跡（朝日村）

�砂川Ａ遺跡（朝日村）

�蕨台遺跡（八幡町）

�思い川Ａ遺跡（上山市）

�西海淵遺跡（村山市）

�西ノ前遺跡（舟形町）

�熊ノ前遺跡（山形市）

後 期

４０００年～

３０００年前

�小山崎遺跡（遊佐町）

�砂川Ａ遺跡（朝日村）

�神矢田遺跡（遊佐町）

�八森遺跡（八幡町）

�高畑遺跡（平田町）

�谷定遺跡（鶴岡市）

�千野遺跡（小国町）

�かっぱ遺跡（最上町）

�渡戸遺跡（天童市）

�砂子田遺跡（天童市）

�高瀬山遺跡（寒河江市）

晩 期

３０００年～

２０００年前

�神矢田遺跡（遊佐町）

�砂川Ａ遺跡（朝日村）

�小山崎遺跡（遊佐町）

�玉川遺跡（羽黒町）

�宮の前遺跡（村山市）

�釜淵Ｃ遺跡（真室川町）

�作野遺跡（村山市）

�北柳１遺跡（山形市）

Ⅷ まとめ

（ ） （大淵台）

（ ）
（吹浦） （吹浦）

（山谷新田）（八森）（西向）

（ ） （西向）

（野新田） （野新田） （野新田）

（小山崎）（蕨台）

（八森）（神矢田）

（ ） （小山崎）
（神矢田）

（小山崎） （小山崎）

（小山崎）

（砂川Ａ） （砂川Ａ）

（砂川Ａ） （砂川Ａ）（砂川Ａ）

（砂川Ａ）

（神矢田）

（ ） （砂川Ａ）

（砂川Ａ）

（神矢田）
（神矢田）
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節によって回帰する魚類であった。

さらに縄文時代人にとって重要なのは、季節毎に一時的に大量にとれる食料資源を、どういっ

た方法で保存しておくかという問題であった。ドングリ・トチ・クリ・クルミ・ハシバミなど

は秋に収穫される、一度にそして大量に収穫されたこれらの果実を保存しておくことは大きな

問題である、縄文時代人は地面に貯蔵穴を掘ってそのなかにこれらの果実を保存しておいた。

現在でも冬を迎えて地面に穴を掘り冬に食べる野菜を保管するが、これと同じことが行われて

いたのである。この貯蔵穴は遊佐町の吹浦遺跡で多数検出された。入り口は０．５ｍ～１ｍ、深

さは１ｍ～３ｍほどもある、大きな貯蔵穴の底は畳６枚ほどにもなる、おそらく冬を迎える時

期に果実を取り、この貯蔵穴の中に貯蔵したものであろう、降りるときにははしごが必要でさ

えある。

おなじようにサケも捕獲できる時期は秋の一時期に限られる。サケの身は食用にされ皮も生

活用具として使用されるなど、徹底的に利用されたらしい。またサケも乾燥するなどの保存方

法をとり、果実と同様に保存された。

なお、クリ・クルミ・ハシバミなどはそのままでも食べることができるが、ドングリ・トチ

などはあく抜きが必要である。ドングリ・トチなどは粉にしたりしたあとで、水にさらすなど

してアクを取り去らないといけない。この技術も縄文時代には発達した。出土した石皿はこう

した時に使う道具であった。

山形県高畠町押出遺跡から縄文時代のクッキー状の炭化物が腐らずに見つかった。白竜湖に

近い押出遺跡は平野部の湿地に位置したため、その中の遺物は数千年の間冷蔵庫に入った状態

になって現在まで保存されたのである。クッキーのほかにも普段は腐って残らない漆で表面を

飾られた土器や、ドングリ・トチ・クリなどの木の実、あるいは木で作った製品などが発見さ

れた。

同じようなパンやクッキーの状態をした炭化物は村山市川口遺跡、天童市渡戸遺跡をはじめ

全国各地から発見されている。このようなことからすれば、縄文時代人は粉状にした堅い果実

に肉などを入れ焼き上げたものをも食用にしていたことが分かる。これらは栄養価も高く保存

食としても優れているという。

まとめ

�本書は中山間活性化ふれあい支援農道整備事業（飽海中央地区）にかかる「小平４遺跡」の

発掘調査報告書である。

�小平４遺跡の発掘調査は、庄内平野の東側に位置する出羽丘陵中に計画された、中山間活性

化ふれあい支援農道整備事業に伴う緊急発掘調査であり、小平４遺跡は平成１４年度に、小平

２遺跡・小平３遺跡とともに、新しく遺跡として登録されたものである。

�平成１４年度に発掘調査が行われた小平２遺跡・小平３遺跡は、小平４遺跡の北側にあたる。

�遺跡は西側にゆるやかに延びた台地にあたり、調査区は北から南に向かってゆるく傾斜して

おり、西に向って開いた地形を呈している。標高は約７１ｍで、北部丘陵西斜面に舌状に張り

出した、狭い台地上に位置する。

�小平４遺跡の調査区周辺の標高によれば、調査区のすぐ北側に存在する小川に面した部分が

一番高く、南側にゆくにしたがって標高は低くなる。こうした地形からすれば、遺跡の中心

Ⅷ まとめ
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部は今回の調査区の東側に存在するものと思われる。

�周辺の縄文時代前期遺跡としては、小山崎遺跡（遊佐町）、吹浦遺跡（遊佐町）、早坂台遺跡

（立川町）などがある。縄文時代中期遺跡としては、山谷新田遺跡（平田町）、蕨台遺跡（八

幡町）などがある縄文時代後期遺跡としては、小山崎遺跡（遊佐町）、砂川Ａ遺跡（朝日村）、

神矢田遺跡（遊佐町）、八森遺跡（八幡町）、高畑遺跡（平田町）、谷定遺跡（鶴岡市）があ

る。

�小平４遺跡の営まれた時期は縄文時代の前期（約５０００年前）～後期（約４０００年前）にその中

心がある。小平４遺跡の営まれた時期は、海水面水準が安定し、かつ砂丘活動の静穏な時期

にあたる。

�遺跡からは、主として縄文時代の遺構が検出された。遺構は出土した縄文土器の年代観から

すれば、主に縄文時代前期末から後期中頃にかけての時期と考えられる。

�平安時代の須恵器瓶と坏が出土し、近世の遺物も一部出土しているが、平安時代、近世の遺

物は遺跡の主体となる時期ではない。平安時代の同時代遺跡としては北側に八森遺跡（八幡

町）がある。小平２遺跡・小平３遺跡で平安時代の遺構・遺物が出土していることから、平

安時代の遺跡の主体部はより北側に存在するものと考えられる。

�小平４遺跡では縄文時代晩期には遺物がみられなくなることからすれば、日向川あるいは荒

瀬川流域を居住領域としていた集団が小平４遺跡を利用していたのであろうと考えることが

できる。

�石匙には、つまみの部分にアスファルトが付着しており、使用の際に接着剤として使用され

ていたものの痕跡であろうと考えられる。

�横型の石匙の使用痕は、動物の解体作業など軽度の使用によって生じた、骨などの切断作業

や、鋸引きの作業が考えられる。縦型の石匙の使用痕は、乾燥した皮をなめす作業が想定で

きる。

�土器の付着物を分析したところ、土器の使用に伴う「スス」や「コゲ」の類いであると考え

られる。またアスファルトの付着のある可能性のある資料も指摘された。さらには漆付着の

可能性が高い土器がある。

�この遺跡では動物の解体や、皮なめし作業、アスファルトや漆の利用などが行われていたこ

とがわかる。さらには、石皿の存在などからすれば、定住性が高かったものと思われる。遺

跡は今回の調査区からさらに東側に広がり、そこには住居跡などが営まれている可能性が高

いものと考えられる

Ⅷ まとめ
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写 真 図 版



小平２・３・４遺跡遠景（↑Ｎ）

小小平平４４遺遺跡跡

小小平平３３遺遺跡跡

小小平平２２遺遺跡跡

写真図版１



小平２・３遺跡遠景（↑Ｓ）

小小平平２２遺遺跡跡

小小平平３３遺遺跡跡

写真図版２



小平４遺跡北半完掘状況（↑Ｓ）

写真図版３



小平２・３遺跡現況（↑Ｎ）

写真図版４



小平４遺跡全景（↑Ｎ）

写真図版５



小平４遺跡調査区全景

小平４遺跡調査区中央部完掘状況

写真図版６



小平４遺跡ＳＸ５０付近完掘状況

小平４遺跡調査区北端部完掘状況

写真図版７



小平４遺跡発掘調査説明会

小平４遺跡発掘調査説明会

写真図版８



調査区整備状況（↑Ｎ） 調査区整備状況

面整理状況（↑Ｓ） 面整理状況（↑Ｓ）

測量状況 航空撮影状況

調査状況（↑Ｓ） 調査状況（↑Ｎ）

写真図版９



ＳＸ５０付近調査状況（↑Ｓ）

調査区中央部調査状況（↑Ｓ）

写真図版１０



ＳＫ６遺構検出状況（↑Ｎ） ＳＫ４７・ＳＰ４８遺構検出状況（↑Ｓ）

ＳＫ５６．５７遺構検出状況（↑Ｎ） ＳＤ１５．１７・ＳＰ１４．１６遺構検出状況（↑Ｎ）

ＳＸ２６遺構検出状況（↑Ｎ） ＳＸ２７遺構検出状況（↑Ｎ）

ＳＰ２３遺構検出状況（↑Ｎ） ＳＰ５８遺構検出状況（↑Ｎ）

写真図版１１



調査区南部完掘状況（↑Ｓ） 調査区南端部完掘状況（↑Ｎ）

ＳＫ４５断面（↑Ｓ） ＳＫ６４断面（↑Ｓ）

ＳＸ５０完掘状況（↑Ｓ）

写真図版１２



ＳＫ４０完掘状況（↑Ｗ）

ＳＸ６５完掘状況（↑Ｓ） ＳＸ７０完掘状況（↑Ｗ－Ｎ）

ＳＸ３４．３５完掘状況（↑Ｎ） ＳＸ４６完掘状況（↑Ｗ）

写真図版１３



調査区中央部完掘状況（↑Ｓ） ＳＫ６完掘状況（↑Ｎ）

ＳＫ７完掘状況（↑Ｓ） ＳＫ２１完掘状況（↑Ｓ）

ＳＫ２２完掘状況（↑Ｓ） ＳＫ４０完掘状況（↑Ｎ）

ＳＫ５１．５２・ＳＰ４９完掘状況（↑Ｅ－Ｓ） ＳＫ５６．５７・ＳＰ６９完掘状況（↑Ｓ）

写真図版１４



ＳＸ２完掘状況（↑Ｎ） ＳＸ３完掘状況（↑Ｎ）

ＳＸ４．５完掘状況（↑Ｗ） ＳＸ１０完掘状況（↑Ｓ）

ＳＸ２６完掘状況（↑Ｓ） ＳＸ２７完掘状況（↑Ｓ）

ＳＸ２８完掘状況（↑Ｓ） ＳＸ３０．３１完掘状況（↑Ｗ）

写真図版１５



ＳＸ７１・東捨場調査状況（↑Ｗ） 東捨場調査状況（↑Ｗ）

東捨場土層断面（↑Ｅ） 西捨場完掘状況（↑Ｗ－Ｎ）

西捨場土層断面（↑Ｗ） ＳＰ１完掘状況（↑Ｗ）

ＳＰ１１．１２．１３完掘状況（↑Ｎ） ＳＰ３２完掘状況（↑Ｓ）

写真図版１６



ＳＰ３３完掘状況（↑Ｅ） ＳＰ５８完掘状況（↑Ｗ）

ＳＰ５９完掘状況（↑Ｗ） ＳＰ６０完掘状況（↑Ｎ）

ＳＰ６１完掘状況（↑Ｗ） ＳＰ６６完掘状況（↑Ｎ）

ＳＫ５２付近集石調査状況（↑Ｎ） ＳＫ５２付近集石調査状況（↑Ｗ）

写真図版１７



ＳＫ４５遺物出土状況（↑Ｗ）

ＳＫ４０遺物出土状況（↑Ｗ）

写真図版１８



東捨場内遺物出土状況

ＳＸ５０遺構内遺物出土状況

写真図版１９



ＳＸ５０遺構内埋設土器出土状況 ＳＸ５０遺構内遺物出土状況

東捨場内遺物出土状況 ＲＰ１７（１５）遺物出土状況

ＲＰ５４（９８）遺物出土状況 ＳＸ５０遺構内埋設土器出土状況

ＲＰ９６（１５）遺物出土状況 ＳＸ７０遺構内遺物出土状況

写真図版２０



ＳＸ７０遺構内遺物出土状況 ＲＰ２３５（３）遺物出土状況

ＳＸ６５遺構内遺物出土状況 ＲＰ２７２（１０９）遺物出土状況

ＲＱ１（６２）遺物出土状況 ＳＸ６５遺構内遺物出土状況

ＲＱ５（２０４）遺物出土状況 西捨場内遺物出土状況

写真図版２１



東捨場出土縄文土器（１７６）

出土石器（上段４６・２９０・２９１．下段１８８・２８９．右側２０４）

写真図版２２



出土縄文土器（２８３） ＳＸ５０出土縄文土器（２５）

出土縄文土器（２８４） 東捨場出土縄文土器（１７７）

ＳＸ６５出土縄文土器（１０６） ＳＸ６５出土縄文土器（１０７）

ＳＫ４０出土縄文土器（１５） 出土縄文土器（２１７）

写真図版２３



ＳＸ６５出土縄文土器（１０９） ＳＸ６５出土縄文土器（１０５）

Ｓ－８５グリッド出土縄文土器（１９４） 東捨場出土縄文土器（１４２）

ＳＫ４０出土縄文土器（１１） ＳＫ４０出土縄文土器（１６）

ＳＸ５０出土縄文土器（４２） ＳＸ５０出土縄文土器（４５）

写真図版２４



Ｓ－８５グリッド出土石箆（２０４） 西捨場出土石匙（１８８）

出土石匙（２９０） 東捨場出土石器（１７８）

ＳＸ５０出土石器（５２） 出土石器（３０２）

ＳＸ５０出土石器（５５） ＳＸ５０出土石皿（６２）
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ＳＸ７０出土縄文土器（１１８） ＳＸ７０出土縄文土器（１１８） ＳＸ６５出土縄文土器（６５）

ＳＸ４０出土縄文土器（３） ＳＸ４０・ＳＸ６５出土縄文土器（１０８） ＳＸ６５出土縄文土器（１００）

ＳＸ６５出土縄文土器（１０４） ＳＸ６５出土縄文土器（６８） ＳＸ６５出土縄文土器（９８）

ＳＫ４０出土縄文土器（２） ＳＸ６５出土縄文土器（８５） 東捨場出土縄文土器（１５２）

出土縄文土器（２３６） Ｔ－８６グリッド出土縄文土器（１９２） ＳＸ５０出土縄文土器（３１）
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ＳＫ４０出土縄文土器（１） 出土縄文土器（２１２） 出土縄文土器（２４０）

ＳＸ６５出土縄文土器（８２） ＳＸ５０出土縄文土器（２８） Ｕ－８７グリッド出土縄文土器（１９６）

ＳＫ４５出土縄文土器（２０） ＳＫ４５出土縄文土器（１８・１９） ＳＸ６５出土縄文土器（１１０）

ＳＸ６５出土縄文土器（１０１） 西捨場出土縄文土器（１８４） Ｕ－８６グリッド出土縄文土器（１９８）

ＳＸ６５出土縄文土器（１０３） ＳＸ３４出土縄文土器（１３０） ＳＸ６５出土縄文土器（７９）
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ＳＸ６５出土縄文土器（１１３） 出土縄文土器（２８２） 出土縄文土器（２８７）

ＳＸ７０出土手捏土器（底部）（１２６） ＳＸ７０出土手捏土器（側面）（１２６） ＳＸ７０出土手捏土器（内面）（１２６）

漆付着土器（外面）（分析９） 漆付着土器（内面）（分析９） ＳＸ６５出土縄文土器（１１２）

ＳＸ５０出土縄文土器（外面）（３９） ＳＸ５０出土縄文土器（内面・アスファルト）（３９） 出土縄文土器（２８５）

ＳＸ７１出土内黒土器（内面） ＳＸ７１出土須恵器（１３３） ＳＰ２３・Ｔ－８４グリッド出土須恵器（１３８・２０３）
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出土石匙（２８９） ＳＸ５０出土石器（４８） 出土石器（２９１）

Ｔ－８５グリッド出土石器（２０６） ＳＸ５０出土石器（４９） ＳＸ５０出土石器（５６）

出土石器（２９７） ＳＰ５８出土石器（１４１） ＳＸ５０出土石器（４６）

出土石器（２９８） 東捨場出土石器（１８１） 出土礫

東捨場出土石器（１７９） 出土石器（２９２） ＳＰ６０出土石器（１４０）
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ＳＸ６５出土石器（１１６） 出土石器（１１６と接合） Ｔ－８２グリッド出土石器（２０５）

ＳＸ５０出土石器（５０） ＳＸ５０出土石器（５１） ＳＸ５０出土石器（５７）

出土敲石（３０５） ＳＸ５０出土磨石（５９） ＳＸ５０出土磨石（５８）

Ｔ－８２グリッド出土磨石（２０９） Ｓ－８２グリッド出土磨石（２０８） ＳＸ５０出土古敲石（６１）

ＳＸ５０出土石皿（６４） ＳＸ６５出土石皿（１１７） 出土古銭（３０７）

写真図版３０
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小平４遺跡出土土器付着物の分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

八幡町に所在する小平４遺跡は、庄内平野の東端を区切る出羽丘陵上に位置する。発掘調査

では、縄文時代とされる遺構が検出され、これらの遺構に伴い土器片が多く出土している。こ

れらの中には、器面（外面・内面も）に黒色を呈する付着物が認められたものも比較的多く認

められた。一般に付着物と予想されるものには、漆、天然アスファルト、松脂、動植物油、炭

化物、鉄、マンガン、顔料他があるが、発掘調査所見では、この付着物を漆あるいはアスファ

ルトであると推定し、その検証が必要とされた。

本報告では、それらの付着物について、分析手法の検討を行い、漆あるいはアスファルトと

いう予測もあることから、先ず赤外分光分析（赤外線吸収スペクトル法）を実施することによ

り、付着物の性状を明らかにし、その上で次の分析手法を検討した。

１．試料

試料は、小平４遺跡より出土した縄文土器片２３点（試料番号１～２３）より、付着物の状態が

比較的良好な１４点を選択し、そこから、黒色（試料番号８のみ灰褐色）を呈する付着物質を剥

離し、分析に供した。選択した土器の試料番号および注記などを表１に示す。そのほか、提供

された新潟県黒川村産、山形県八幡町黒川産の天然アスファルト２試料を、比較試料として供

試した。

２．分析方法

本分析では、有機化合物としての特性を調

査する手法である赤外分光分析（赤外線吸収

スペクトル法：ＩＲ）を行う。また、付着物

の性状によっては、物質名のさらなる特定を

目的として蛍光Ｘ線分析も想定したが、後述

するように物質名の特定できない付着物の全

てが炭化物であったことから、蛍光Ｘ線分析

は事前協議の上、行わず、より多くの土器を

対象に赤外分光分析を行うこととした。以下

に分析法について述べる。

１）原理

有機物を構成している分子は、炭素や酸素、

水素などの原子が様々な形で結合している。

この結合した原子間は絶えず振動しているが、

表１ 試料一覧および分析結果

試料番号・名 注記等 分析結果

１ RP１２６ 炭化物

２ RP７０ 炭化物

３ RP７０ 炭化物

４ RP２２３ 炭化物

７ RP２６１ 炭化物

８ RP１１９ アスファルト

１１ RP２６１ 炭化物

１４ X－０ 炭化物

１５ RP１２６ 炭化物

１７ RP２５０ 炭化物

１８ RP１２４ 炭化物

２０ RP３２ 炭化物

２１ RP１２４ 炭化物

２３ X－０ 炭化物

天然アスファルト 新潟県黒川村 アスファルト

天然アスファルト 山形県八幡町黒川 アスファルト

２



電磁波のようなエネルギーを受けることにより、その振動の振幅は増大する。この振幅の増大

は、その結合の種類によって、ある特定の波長の電磁波を受けたときに突然大きくなる性質が

ある。この時に、電磁波のエネルギーは結合の振動に使われて（すなわち吸収されて）、その

物質を透過した後の電磁波の強度は弱くなる。

有機物を構成している分子における結合の場合は、電磁波の中でも赤外線の領域に入る波長

を吸収する性質を有するものが多い。そこで、赤外線の波長領域において波長を連続的に変え

ながら物質を透過させた場合、さまざまな結合を有する分子では、様々な波長において、赤外

線の吸収が発生し、いわゆる赤外線吸収スペクトルを得ることができる。通常、このスペクト

ルは、横軸に波数（波長の逆数㎝－１で示す）、縦軸に強度を取った曲線で表されることが多い。

したがって、既知の物質において、どの波長でどの程度の吸収が起こるかを調べ、その赤外線

吸収スペクトルのパターンを定性的に標本化し、これと未知の物質の赤外線吸収スペクトルの

パターンとを定性的に比較することにより、未知の物質の同定をすることもできる（山田，１９８６）。

２）当社における既知物質の測定例

漆、天然アスファルト、松脂、動植物油、炭化物などが調査例としてあげられる。これらは、

いずれも固有の吸収帯があり、漆では３４８０、２９３０、１７１０、１６１０、１４４０㎝－１、天然アスファルト

では、２９００、１６００、１４６０、１３８０㎝－１と脂肪族飽和炭化水素に帰属する吸収帯に特徴がある。ま

た、松脂は１７００㎝－１、動植物油は１７４０㎝－１、炭化穀物は１１４０～１１６０㎝－１に特徴ある吸収帯があ

る。

未知の物質の吸収スペクトルパターンが、これらの物質のいずれかに類似すれば、その物質

名を特定することができるが、いずれにも類似しない場合は、現時点で不明とせざるを得ない。

３）分析試料の調製

土器表面から、付着物質を採取し、１１０℃，４時間の機械乾燥処理を行い、付着水分をあら

かじめ除去した後、メノウ乳鉢で微粉砕（２００メッシュ以下）し、分析試料とした。なお、天

然アスファルトについては１１０℃，４８時間の機械乾燥処理を行い、揮発性成分を可能な限り除

去し、分析試料とした。

４）赤外線吸収スペクトルの測定

調製した微粉砕試料を以下の条件で測定した。

装置：島津製作所製FTIR－８１００Ａ

測光値（Measuring mode）：％Ｔ

分解能（Resolution）：４．０㎝－１

積算回数（No.of Scan）：４０回

ゲイン（Gain）：自動

ミラー速度（Detector）：２．８㎜／sec

アポダイズ関数（Apodization）：Happ-genzel

測定範囲：４６００～４００㎝－１

測定方法：KBr ミクロ錠剤法

３



３．結果

土器付着物質および天然アスファルトの赤外線吸収スペクトルを図１～４に示す。なお、参

考までに市販品のアスファルトおよび遺跡出土の炭化材を標準試料とし、当社で実測した吸収

スペクトルを図中に併記している。この吸収スペクトル図から、今回の試料の赤外線吸収スペ

クトルのパターンは、試料番号８を除く付着物試料１３点が示すパターンと試料番号８および天

然アスファルト試料が示すパターンの２つに分類することができる。前者のパターンを示す試

料のグループをＡグループとし、後者のパターンを示す試料のグループをＢグループとする。

以下に各グループについて記載する。

１）Ａグループ：１４点の土器付着物試料のうち試料番号８を除く１３点の試料

これら１３点の付着物質の赤外線吸収スペクトルは、ほぼ同一のパターンを示す（図１～３参

照）。そのパターンは３４００㎝－１、１６００㎝－１付近に特徴的な吸収帯が見られるほか、１３８０㎝－１、

１２８０㎝－１、１０３０㎝－１、５４０㎝－１付近に弱い吸収が認められる。なお、３４００㎝－１の吸収帯はＯ－

Ｈ基の伸縮振動、１６００㎝－１の吸収帯はＣ＝Ｃ伸縮振動またはＣ＝Ｏ伸縮振動、１３８０㎝－１、

１２８０㎝－１の吸収帯はＣ－Ｏ伸縮振動あるいはＯ－Ｈ変角振動と予想される。

さらに、１０３０㎝－１には珪酸塩に由来すると推定される吸収が認められるが、本吸収帯は付着

物質に混在する土壌に由来する吸収と考えられ、付着物質の特性を示す吸収ではないと考えら

れる。

２）Ｂグループ：試料番号８および新潟県黒川村産、山形県八幡町黒川産の天然アスファルト

試料

これら３点の赤外線吸収スペクトルはほぼ同一のパターンを示す（図４参照）。そのパター

ンは３４３０㎝－１付近の幅広く強い吸収帯のほか、２９３０㎝－１、２８６０㎝－１、１７１０㎝－１、１６１０㎝－１、

１４６０㎝－１、１３８０㎝－１、１２９０㎝－１、１０３０㎝－１付近の吸収帯が特徴的である。なお、３４３０㎝－１の吸

収帯は０－Ｈ基の伸縮振動、２９３０㎝－１、２８６０㎝－１の吸収帯はメチル基およびメチレン基のＣ－

Ｈ伸縮振動、１７１０㎝－１はＣ＝Ｏ伸縮振動、１６１０㎝－１の吸収帯はＣ＝Ｃ伸縮振動またはＣ＝Ｏ伸

縮振動、１４６０㎝－１の吸収帯はメチル基およびメチレン基の対称変角振動、１３８０㎝－１、１２８０㎝－１

の吸収帯はＣ－Ｏ伸縮振動あるいはＯ－Ｈ変角振動と予想される。

さらに、１０３０㎝－１には珪酸塩に由来すると推定される吸収が認められるが、本吸収帯は付着

物質に混在する土壌由来の吸収と考えられ、付着物質の特性を示す吸収ではないと考える。

４．考察

今回、調査を実施した試料のうち、試料番号８以外の１３点の付着物質には、３４００㎝－１、１６００㎝－１

付近に見られる極大吸収のほかに特徴的な吸収帯が認められていない。また、前述した当社に

おける既知物質に見られる特徴的な吸収帯も認められていない。したがって、現時点では、試

料番号８以外の１３点の付着物質を特定することは難しいと考える。すなわち、これらの付着物

は少なくとも予測された漆でもアスファルトでもないと判断される。

４



ただし、これら１３点の付着物質の吸収スペクトル中に見られる珪酸塩由来の１０３０㎝－１の吸収

帯を除けば、当社で実測した各種有機化合物の中で、付着物質と最も類似した吸収パターンを

示す物質として図３下段に掲げた炭化材を挙げることができる。しかし、これら付着物質がい

ずれも微粒の黒色物質であることから、炭化「材」とは言えないが、植物あるいは動物に由来

する炭化物である可能性は高い。おそらく、土器の使用に伴う「スス」や「コゲ」の類である

と考えられる。

一方、試料番号８は、２９３０、２８６０、１６１０、１４６０、１３８０㎝－１とアスファルトの特性を示す吸収

帯が明瞭となっており、比較試料として供した新潟県黒川村産、山形県八幡町黒川産の天然ア

スファルト２試料とも非常に類似したスペクトルパターンを有していることが図４で確認され

る。このことから、試料番号８の付着物質がアスファルトである可能性は高い。ただし、それ

が、新潟県黒川村産あるいは山形県八幡町産であるとまでは言えない。現時点では、アスファ

ルトの産地特有の吸収スペクトルの有無について把握していないからである。今後、様々な原

産地の天然アスファルトの赤外線吸収特性を調べることにより、その産地推定の可能性を検討

する必要がある。

なお、天然アスファルトの２点の試料の吸収スペクトル中に見られる１０３０㎝－１の吸収帯は供

試したアスファルト中に混在する珪酸塩由来の吸収であり、天然アスファルトの特性を示す吸

収ではないと考える。また、別に掲げた市販品のアスファルト（標準試料）とのパターン比較

（図４）においては３４３０㎝－１および１７１０㎝－１付近の吸収に違いが認められている。市販品のア

スファルト（標準試料）が乾燥粉体品であるのに対して、付着物質、天然アスファルトがとも

に粘性を持っていたことを考慮すれば、成分組成や化学構造的に相違があることは容易に予想

され、完全にスペクトルが一致する可能性は低いと思われる。この点については、アスファル

ト固化時の成分変化を確認し、検討する必要がある。

引用文献

山田富貴子 １９８６「赤外線吸収スペクトル法，機器分析のてびき第１集」『化学同人』１－１８
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図１ 土器付着物質のＩＲスペクトル（１）（Ａグループ：試料番号１～４、７）
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図２ 土器付着物質のＩＲスペクトル（２）（Ａグループ：試料番号１１、１４、１５、１７、１８）

７



図３ 土器付着物質のＩＲスペクトル（３）（Ａグループ：試料番号２０、２１、２３および炭化材標準試料）
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図４ 土器付着物質のＩＲスペクトル（４）（Ｂグループ：試料番号８、新潟県黒川村産天然アスファルト、
山形県八幡町黒川産天然アスファルト、当社標準試料天然アスファルト）
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図版２ 土器試料（２）

９．試料番号１５（RP１２６）：炭化物

８．試料番号１４（X－0）：炭化物

１１．試料番号１８（RP１２４）：炭化物

１０．試料番号１７（RP２５０）：炭化物

１２．試料番号２０（RP３２）：炭化物

１３．試料番号２１（RP１２４）：炭化物

１㎝

（８～１４）

１４．試料番号２３（X－0）：炭化物

１１



図版１ 土器試料（１）

１．試料番号１（R P１２６）：炭化物 ２．試料番号２（R P７０）：炭化物

４．試料番号４（R P２２３）：炭化物

３．試料番号３（R P７０）：炭化物

６．試料番号８（R P１１９）：アスファルト

５．試料番号７（R P２６１）：炭化物

１㎝ １㎝

（７）（１～６）

７．試料番号１１（R P２６１）：炭化物
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小平４遺跡出土土器付着物の分析（追加分析）

パリノ・サーヴェイ株式会社

経緯

前報告では、小平４遺跡から出土した縄文土器の器面（外面も内面も）に認められた黒色を

呈する付着物について、漆あるいはアスファルトという予測から、赤外分光分析（赤外線吸収

スペクトル法）を実施することにより、付着物の性状を明らかにすることを試みた。その際に

対象とされた縄文土器片２３点（試料番号１～２３）より、付着物の状態が比較的良好な１４点を選

択し、そこから、黒色（試料番号８のみ灰褐色）を呈する付着物質を剥離し、分析に供した。

得られた結果は、試料番号８のみアスファルトである可能性のあることが指摘され、他の１３点

については、いずれも物質名の特定できない炭化物であるとされた。

発掘調査者による所見では、２３点の土器片の中には、漆が塗布あるいは付着したとされる可

能性の高い試料があるとされており、上記の結果からは、その試料が分析の選択から外れてい

る可能性が高いという指摘がなされた。そこで、発掘調査者により選択された、漆である可能

性が高いとされる付着物のある土器片を対象とし、前回と同様の赤外分光分析を行った。さら

に、漆の場合であれば層構造や含有物等の状況が観察されることも想定し、付着物のある部分

の土器断面の薄片を作製し、顕微鏡観察による検証も行った。

１．試料

試料は、前回の分析時に準備された２３点の土器片のうち、試料番号９（Ｘ－０）とされた土

器片１点である。土器片には、外面に描かれた沈線の部分に黒色で光沢のある付着物が認めら

れた。赤外分光分析には、この付着物質を剥離して試料とした。

２．分析方法

赤外分光分析については、前報の通りである。薄片は、落射蛍光顕微鏡による観察を行うこ

とから、研磨薄片を作製した。研磨薄片の作製手順は以下の通りである。

土器片は、薄片作製過程における付着物の剥落を防ぐため、表面を樹脂で固化した後に、付

着物のある部分をダイヤモンドカッターにより切断、そのチップをスライドガラスに貼り付け、

＃１８０～＃８００の研磨剤を用いて研磨機上で厚さ０．１㎜以下まで研磨した。次に、＃２５００～＃４０００

の研磨剤を用いてメノウ板上で研磨し、さらに＃６０００のアルミナを用いてガラス板状で鏡面研

磨を行った。仕上げ研磨としてダイヤモンドペーストを用いて正確に０．０３㎜の厚さに調整し、

研磨薄片の成果品とした。

研磨薄片は、生物顕微鏡（透過光）および落射蛍光顕微鏡を用いて観察する。
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図１ 土器付着物質のＩＲスペクトル（試料番号９）
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３．結果

� 赤外分光分析

土器付着物質の赤外線吸収スペクトルを図１に示す。なお、比較対比として漆および天然ア

スファルトについて実測した吸収スペクトルを図中に併記している。

土器付着物質の赤外線吸収スペクトルでは、３４００㎝－１付近の幅広く強い吸収帯のほか、２９３０㎝－１、

２８６０㎝－１、１７１０㎝－１、１６１０㎝－１、１３８０㎝－１、１０３０㎝－１付近の吸収帯が特徴的である。なお、３４００㎝－１

の吸収帯はＯ－Ｈ基の伸縮振動、２９３０㎝－１、２８６０㎝－１の吸収帯はメチル基およびメチレン基の

Ｃ－Ｈ伸縮振動、１７１０㎝－１はＣ＝Ｏ伸縮振動、１６１０㎝－１の吸収帯はＣ＝Ｃ伸縮振動またはＣ＝

Ｏ伸縮振動、１３８０㎝－１の吸収帯はＣ－Ｏ伸縮振動あるいはＯ－Ｈ変角振動と予想される。

一方、１０３０㎝－１には珪酸塩に由来すると推定される吸収が認められており、試料採取時に混

入した土器胎土に由来する吸収と推察される。なお、珪酸塩に由来する吸収は、他に３４００㎝－１、

１６１０㎝－１および１２４０㎝－１付近にも出現することから、前述の振動吸収と干渉していることが指

摘される。

� 薄片観察

塗膜部分は、透過光では黒色不透明となる。一方、落射蛍光顕微鏡による観察では、２層（厚

さ約４０μｍ）の塗布層が認められる。土器の木地表面には落射蛍光でも黒色となる薄い層が認

められる。層厚は５μｍ程度であるが、不均一である。黒色層の上には落射蛍光で茶褐色～黄

褐色の層が認められる。塗布層上面（表面）は酸化により黒色を呈する。

４．考察

今回、赤外分光分析を実施した試料番号９の付着物質では、３４００、２９３０、２８６０、１７１０、１６１０、

１３８０㎝－１付近に特徴的な吸収が認められており、漆に類似した特性を有していることが確認さ

れる。ただし、本付着物質の吸収スペクトルには、土器胎土の混入による珪酸塩由来の吸収も

見られており、付着物質本来のスペクトルパターンが得られているとは考えにくい。特に、珪

酸塩由来の吸収が３４００㎝－１、１６１０㎝－１、１２４０㎝－１、１０３０㎝－１付近に現れることを加味すれば、

漆以外にもアスファルトなどの炭化水素系の化合物である可能性もある。

一方、薄片観察により土器表面に認められた塗布物は、厚さは約４０μｍ程度で非常に薄いが、

断面観察の結果から２層に分けられる。土器胎土表面直上に塗布された薄い黒色層は、下地層

の可能性がある。黒色を呈する理由としては、何らかの黒色物質が混和されている可能性があ

る。黒色混和物の代表的な物質としては、炭粉や油煙類が挙げられるが、その他にも鉄錆や土

壌等が利用されることもある。このうち、炭粉は顕微鏡観察のレベルでも植物組織が確認でき

るが、今回の試料では組織構造が全く観察できないため少なくとも炭粉は除外される。また、

鉄錆も顕微鏡による観察で鉄粒子が含まれていれば確認できるため、可能性は低い。土壌が混

和された場合には、鉱物粒子が多少なりとも混ざるため、識別できると考えられる。したがっ

て、下地層を構成する黒色粒子として考えられる物質の中では、油煙類が最も可能性が高い。

しかし、油煙類は粒子が細かいため顕微鏡レベルの観察では識別が困難である。

黒色層の上に塗布されている茶褐色～黄褐色の塗布層は、透明漆の塗布層によく似ている。
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黒色の下地層の上に透明漆を塗布する技法は、木製品等ではよく見られる技法である。この場

合、透明漆を通して下地の黒色を見せることで、肉眼では光沢のある黒色を呈していたことが

推定される。

以上の赤外分光分析結果と薄片観察の結果から、試料番号９の沈線に認められた黒色付着（塗

布の可能性もある）物は、漆である可能性が高いといえる。

さらに今回の結果から、漆の塗布を土器製作時に行ったのか、使用時あるいは使用後なのか

は明確ではないが、土器を煮炊きに使用したとすれば、このような状態で残るとは考えにくい。

今後漆の残り具合から土器製作や使用に関する情報の一端が得られるのではないかと思う。

図版１ 土器断面

１．試料番号９（Ｘ－０）透過光

土器表面写真

２．試料番号９（Ｘ－０）落射蛍光

１００µm
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